
　
　
　
　

一
、『
水
滸
傳
』
本
文
校
勘
作
業
の
意
義

　
『
水
滸
傳
』
の
諸
本
間
に
多
く
の
本
文
異
同
が
あ
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ

る
。
い
わ
ゆ
る
文
繁
本
と
文
簡
本
が
大
き
く
本
文
を
異
に
す
る
こ
と
は
言
う
に
及

ば
な
い
が
、
文
繁
本
・
文
簡
本
の
中
に
あ
っ
て
も
か
な
り
の
異
同
が
認
め
ら
れ
る
。

た
だ
、
そ
の
異
同
の
レ
ベ
ル
を
『
三
國
志
演
義
』
と
比
べ
れ
ば
、
比
較
に
な
ら
な

い
ほ
ど
小
さ
い
と
い
っ
て
よ
い
。

　

こ
れ
は
、
李
開
先
や
胡
應
麟
＊
１
が
述
べ
る
よ
う
に
、
知
識
人
か
ら
す
ぐ
れ
た

文
章
と
し
て
尊
重
さ
れ
た
こ
と
に
由
来
し
よ
う
。
そ
れ
ゆ
え
に
『
水
滸
傳
』
の
本

文
は
、
白
話
文
学
作
品
と
し
て
は
例
外
的
に
、
知
識
人
の
手
に
な
る
詩
文
に
近
い

扱
い
を
受
け
、
恣
意
的
な
書
き
換
え
が
施
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
に
、
比
較
的
早
い

時
期
に
本
文
が
ほ
ぼ
固
定
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
明
末
清
初
に
至
っ
て
、
金

聖
歎
は
後
半
の
切
り
捨
て
と
詩
詞
韻
文
の
全
面
削
除
と
い
う
大
規
模
な
改
変
を
加

え
た
が
、
こ
と
本
文
に
つ
い
て
は
、
部
位
に
よ
り
か
な
り
の
濃
淡
が
あ
る
も
の
の
、

特
に
前
半
に
つ
い
て
は
、
本
文
へ
の
手
の
加
え
方
は
禁
欲
的
と
い
っ
て
よ
い
レ
ベ

ル
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
、
金
聖
歎
が
『
水
滸
傳
』
の
文
章
を
神
聖
視
し

て
い
た
が
ゆ
え
に
、
必
要
以
上
に
手
を
加
え
る
こ
と
が
は
ば
か
ら
れ
た
た
め
で
あ

ろ
う
。
金
聖
歎
が
手
を
加
え
る
に
当
た
っ
て
、
自
身
が
発
見
し
た
施
耐
庵
の
「
古

本
」
に
よ
り
「
俗
本
」
を
正
す
と
い
う
ポ
ー
ズ
を
取
っ
た
こ
と
は
、「
讀
第
五
才

子
書
法
」
で
「
此
本
雖
不
曾
増
減
一
字
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
実
際
の
行
為
と
は

裏
腹
に
、
彼
が
「
施
耐
庵
の
水
滸
傳
」
を
一
字
と
い
え
ど
も
変
え
る
べ
か
ら
ざ
る

も
の
と
位
置
づ
け
よ
う
と
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

従
っ
て
、『
水
滸
傳
』
の
本
文
異
同
を
研
究
し
て
も
、『
三
國
志
演
義
』
の
場
合

の
よ
う
に
そ
の
成
立
過
程
を
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
こ

れ
は
『
水
滸
傳
』
の
本
文
の
異
同
を
研
究
す
る
価
値
が
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
も

の
で
は
な
い
。『
水
滸
傳
』
は
、「
四
大
奇
書
」
の
筆
頭
と
し
て
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
っ
た
と
い
う
文
学
史
上
に
占
め
る
地
位
、「
中
国
語
」
の
原
型
と
な
っ

た
白
話
文
を
確
立
し
た
存
在
と
い
う
語
学
史
上
に
占
め
る
地
位
＊
２
、
そ
の
い
ず

れ
の
面
か
ら
い
っ
て
も
最
も
重
要
な
研
究
対
象
で
あ
る
。
ま
た
、『
水
滸
傳
』
の

本
文
異
同
が
微
細
な
も
の
で
は
あ
る
こ
と
は
、
一
方
で
は
表
現
や
言
語
が
洗
練
さ

れ
る
過
程
を
細
か
く
追
跡
し
や
す
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
点
で
、
本

文
校
勘
を
通
し
て
分
析
を
加
え
る
素
材
と
し
て
は
最
適
の
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。

　
『
水
滸
傳
』
の
異
同
は
確
か
に
微
細
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
全
篇
に
わ

た
っ
て
お
び
た
だ
し
い
数
に
上
る
。
そ
れ
ら
を
仔
細
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
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次
の
諸
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

�

①
版
本
間
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。（
版
本
学
・
出
版
史
的
問
題
）

　

文
言
の
異
同
の
継
承
関
係
な
ど
か
ら
、
諸
版
本
が
ど
の
よ
う
な
関
係
を
持
つ
か

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
関
係
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
版
本
の
出
版
主

体
の
性
格
（
書
坊
か
、
官
刻
本
か
、
家
刻
本
か
。
ま
た
所
在
地
は
建
陽
か
、
蘇
州

か
、
南
京
か
、
杭
州
か
、
徽
州
か
、
北
京
か
な
ど
）
と
か
ら
、
本
文
の
変
容
の
過

程
、受
容
者
層
の
問
題
を
考
察
す
る
上
で
重
要
な
鍵
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
本
文
の
成
立
と
変
貌
の
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。換
言
す
れ
ば
、

テ
ク
ス
ト
の
生
成
過
程
を
解
明
す
る
手
段
と
な
り
う
る
。（
文
学
的
問
題
）

　

①
の
成
果
を
踏
ま
え
た
上
で
、
校
勘
作
業
に
よ
り
、
い
わ
ゆ
る
生
成
論
的
研
究

を
行
う
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
白
話
文
学
作
品
（
特
に
明
代
ま
で
の
も
の
）
は
、

近
代
文
学
の
よ
う
に
一
人
の
作
家
が
創
作
し
た
も
の
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
生
成

論
的
研
究
は
、
た
と
え
ば
フ
ロ
ー
ベ
ー
ル
に
つ
い
て
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
作

者
が
残
し
た
草
稿
に
よ
る
本
文
改
変
の
過
程
の
追
跡
に
は
な
り
え
な
い
。し
か
し
、

版
本
間
で
改
変
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
全
体
像
を
把
握
す

る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
作
品
が
ど
の
よ
う
に
し
て
「
生
成
」
し
た
か
を
解
明
す
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
つ
ま
り
、
白
話
文
学
に
お
い
て
は
、
版
本
間

の
異
同
を
把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
作
品
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
っ
た

か
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
近
代
文
学
に
お
い
て
作
家
が
ど

の
よ
う
に
し
て
作
品
を
創
作
し
て
い
っ
た
か
を
解
明
す
る
こ
と
と
同
様
の
意
味
を

持
つ
。
違
い
は
、「
作
家
」
が
複
数
で
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
更
に
、
そ
こ
に
は
商

業
的
・
政
治
的
な
ど
の
社
会
的
要
因
が
密
接
に
関
わ
る
点
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
逆

に
、
社
会
と
文
学
の
関
わ
り
を
解
明
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
こ
れ
を
①
の
成

果
と
あ
わ
せ
て
考
察
す
る
こ
と
は
、
大
衆
に
よ
る
楽
し
み
の
た
め
の
読
書
と
い
う

行
為
が
い
か
に
成
立
・
発
展
し
て
き
た
か
に
つ
い
て
考
え
る
上
で
重
要
な
意
味
を

持
つ
。

③
白
話
文
の
成
立
過
程
を
跡
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。（
語
学
的
問
題
）

　

諸
版
本
間
に
見
ら
れ
る
異
同
を
、
本
文
の
成
立
時
期
や
刊
行
主
体
と
結
び
つ
け

て
追
っ
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
白
話
文
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
っ
た
か
を
跡

づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

白
話
文
と
は
、
当
初
は
口
頭
言
語
の
写
し
と
し
て
の
性
格
が
強
い
も
の
だ
っ
た

は
ず
で
あ
る
。
従
っ
て
、
表
記
も
確
定
せ
ず
、
文
法
的
に
も
破
格
の
も
の
を
多
く

含
ん
で
い
た
に
違
い
な
い
。
そ
れ
が
次
第
に
洗
練
さ
れ
、
書
記
言
語
と
し
て
自
立

す
る
に
至
る
。『
水
滸
傳
』
に
お
い
て
一
応
の
完
成
を
見
た
白
話
文
が
今
日
の
「
中

国
語
」
の
原
型
と
な
っ
て
い
る
点
か
ら
考
え
れ
ば
、
こ
れ
は
「
中
国
語
」
の
成
立

過
程
を
再
現
す
る
こ
と
で
も
あ
る
。

　

以
上
の
三
点
は
、
白
話
文
学
全
般
に
共
通
す
る
こ
と
と
い
っ
て
よ
い
が
、
た
だ
、

こ
れ
ら
の
研
究
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
一
部
の
み
の
本
文
校
勘
で
は
用
を
な

さ
な
い
。
お
そ
ら
く
あ
る
程
度
段
階
的
に
成
立
し
、
部
位
ご
と
に
異
な
る
経
過
を

た
ど
っ
て
ま
と
め
ら
れ
、
改
変
を
加
え
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
以
上
、
一
部
分
だ

け
の
結
果
を
全
体
に
及
ぼ
す
こ
と
は
危
険
に
過
ぎ
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
校

勘
は
す
べ
て
の
本
文
に
つ
い
て
、
全
面
的
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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『
三
國
志
演
義
』
の
場
合
に
は
、
異
同
が
あ
ま
り
に
も
多
す
ぎ
て
、
全
文
の
校

勘
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
に
近
い
が
、『
水
滸
傳
』
に
お
い
て
は
、
一
文
が
す
べ
て

異
な
る
と
い
っ
た
事
例
は
ご
く
わ
ず
か
で
、
ほ
と
ん
ど
の
異
同
は
語
単
位
に
と
ど

ま
る
。
そ
れ
ゆ
え
、『
水
滸
傳
』
に
関
し
て
い
え
ば
、
全
面
的
校
勘
を
行
う
こ
と

は
決
し
て
不
可
能
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
筆
者
は
主
要
テ
キ
ス
ト
と
考

え
ら
れ
る
次
の
五
種
に
つ
い
て
、
金
聖
歎
本
が
存
在
す
る
第
七
十
一
回
ま
で
全
文

の
校
勘
を
行
っ
た
。

１
、
中
国
国
家
図
書
館
所
蔵
「
容
與
堂
本
」
請
求
番
号
一
七
三
五
八

　
　

�　

巻
頭
題
は
「
李
卓
吾
先
生
批
評
忠
義
水
滸
傳
」。
百
巻
百
回
。
半
葉
十
一

行
行
二
十
二
字
。
中
国
国
家
図
書
館
蔵
。
毎
葉
の
版
心
に
「
容
與
堂
藏
板
」

と
あ
る
。
容
與
堂
は
「
李
卓
吾
批
評
」
を
称
す
る
戯
曲
刊
本
を
多
数
刊
行
し

て
い
る
杭
州
の
書
坊
で
あ
る
。
文
繁
本
の
完
全
な
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
現
存

最
古
と
考
え
ら
れ
て
き
た
も
の
。
刊
行
年
は
不
明
。
上
海
人
民
出
版
社
一
九

七
三
の
影
印
本
に
よ
る
。
以
下
単
に
「
容
與
堂
本
」
と
呼
ぶ
場
合
に
は
こ
の

テ
キ
ス
ト
を
指
す
も
の
と
し
て
、
本
文
対
比
の
際
に
は
「
容
」
と
略
称
し
、

容
與
堂
本
系
統
内
部
の
異
同
を
問
題
に
す
る
場
合
に
は
「
北
京
本
」
と
呼
ぶ
。

２
、
無
窮
会
蔵
本

　
　

�　

封
面
題
は
「
繪
像
（
横
書
き
）
李
卓
吾
先
生
評
水
滸
傳
」。
巻
頭
題
な
し
。

百
回
。「
引
首
」
は
な
し
。
半
葉
十
行
行
二
十
二
字
。
東
京
都
町
田
市
の
無

窮
会
織
田
文
庫
所
蔵
の
テ
キ
ス
ト
。
西
南
師
範
大
学
出
版
社
・
人
民
文
学
出

版
社
二
〇
一
三
の
影
印
に
よ
る
。
以
下
「
無
窮
会
本
」
と
呼
ぶ
。
本
文
対
比

に
当
た
っ
て
は
「
無
」
と
略
称
す
る
。

３
、
神
山
閏
次
旧
蔵
本

　
　

�　

巻
頭
題
は
「
忠
義
水
滸
全
傳
」。
百
二
十
回
。
半
葉
十
行
行
二
十
二
字
。

東
京
大
学
文
学
部
蔵
。
刊
行
年
は
不
明
だ
が
、
増
補
二
十
回
の
部
分
に
崇
禎

元
年
（
一
六
二
八
）
か
ら
施
行
さ
れ
た
避
諱
が
行
わ
れ
て
お
り
、
同
年
以
降

の
刊
行
と
考
え
ら
れ
る
＊
３
。
現
存
の
百
二
十
回
本
の
う
ち
古
い
も
の
。
第

五
回
ま
で
は
欠
。
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
古
い
百
二
十
回
本
と
考

え
ら
れ
る
宮
内
庁
書
陵
部
の
徳
山
毛
利
家
旧
蔵
本
（
以
下
「
徳
山
本
」
と
呼

ぶ
）
を
使
用
し
、
本
文
対
比
に
当
た
っ
て
は
そ
れ
ぞ
れ
「
神
」「
徳
」
と
略

称
す
る
。
徳
山
本
・
後
に
ふ
れ
る
郁
郁
堂
本
と
も
、
百
二
十
回
本
の
版
式
は

同
じ
で
あ
り
、
版
面
も
酷
似
す
る
。
な
お
、
徳
山
本
の
封
面
は
「
李
卓
吾
先

生
評　

水
滸
全
書　

本
衙
藏
板
」
と
三
行
に
題
す
る
が
、
巻
頭
題
は
「
忠
義

水
滸
全
傳
」
で
あ
る
。
徳
山
本
に
は
「
引
首
」
あ
り
。

４
、
金
聖
歎
本

　
　

�　

封
面
は
界
線
の
右
上
に
「
施
耐
菴
水
滸
傳
」、
下
に
「
金
閶
」
と
し
て
、

そ
の
下
に
左
右
に「
貫
華
堂
古
本
」「
葉
瑤
池
梓
行
」を
並
記
＊
４
。
葉
瑤
池
は
、

『
醒
世
恒
言
』『
新
列
國
志
』
な
ど
、
馮
夢
龍
が
関
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
書

籍
を
刊
行
し
た
蘇
州
の
書
坊
葉
敬
池
の
同
族
か
と
推
定
さ
れ
る
。
巻
頭
題
は

「
第
五
才
子
書
施
耐
菴
水
滸
傳
」。
七
十
回
（
他
本
の
引
首
と
第
一
回
を
「
楔

子
」
と
し
、
以
下
一
回
ず
つ
回
数
を
ず
ら
し
て
、
他
本
の
第
七
十
一
回
を
第

七
十
回
と
し
、
そ
の
途
中
で
断
ち
切
っ
て
独
自
の
結
末
を
加
え
る
）。
半
葉

八
行
行
十
九
字
。
刊
行
年
は
不
明
だ
が
、「
序
三
」
に
は
「
皇
帝
崇
禎
十
四

年
二
月
十
五
日
」
と
い
う
日
付
が
あ
り
、ま
た
本
文
に
お
い
て
崇
禎
年
間
（
一

六
二
八
～
一
六
四
四
）
に
施
行
さ
れ
た
避
諱
が
規
定
以
上
に
厳
格
に
守
ら
れ
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て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
少
な
く
と
も
版
下
の
作
成
は
崇
禎
年
間
に
行
わ

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
中
華
書
局
一
九
七
五
の
影
印
本
に
よ
る
。
本
文
対

比
に
あ
た
っ
て
は
「
金
」
と
略
称
。

５
、
嘉
靖
本

　
　

�　

第
五
十
一
回
の
み
巻
頭
題
が
あ
り
、「
忠
義
水
滸
傳
巻
之
十
一
」
と
記
さ

れ
て
い
る
点
か
ら
考
え
て
、
お
そ
ら
く
二
十
巻
百
回
だ
っ
た
も
の
と
推
定
さ

れ
る
。
中
国
国
家
図
書
館
蔵
。
第
四
十
七
～
四
十
九
回
（
鄭
振
鐸
旧
蔵
）
及

び
第
五
十
一
～
五
十
五
回
の
み
。
半
葉
十
行
行
二
十
字
。
刊
記
・
序
な
ど
の

書
誌
情
報
が
皆
無
の
た
め
、
後
述
す
る
よ
う
に
嘉
靖
年
間
の
刊
本
と
い
う
説

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
論
で
は
仮
に
「
嘉
靖
本
」
と
呼
ぶ
。「
嘉
」
と
略
称
。

　　

更
に
、
次
の
七
種
に
つ
い
て
は
、
適
宜
参
照
し
た
。

（
文
繁
本
）

１
、
内
閣
文
庫
所
蔵
「
容
與
堂
本
」

　
　
　

�　

百
巻
百
回
。
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
。
版
式
は
北
京
本
に
同
じ
で

あ
り
、原
則
と
し
て
同
板
と
思
わ
れ
る
。
毎
葉
の
版
心
に
「
容
與
堂
藏
板
」

と
あ
る
。
容
與
堂
本
で
は
こ
の
テ
キ
ス
ト
の
み
李
卓
吾
叙
を
有
し
、
そ
の

末
尾
に
「
温
陵
李
贄
撰
」
と
あ
る
後
に
「
庚
戌
仲
夏
日
乕
（
虎
）
林
孫
檏

書
於
三
生
石
畔
」
と
あ
る
点
か
ら
、
萬
暦
三
十
八
年
（
一
六
一
〇
）
が
容

與
堂
本
の
刊
行
年
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
北
京
本
に
は
こ
の
叙
が
な
い

こ
と
、
李
卓
吾
は
萬
暦
三
十
年
（
一
六
〇
二
）
に
は
没
し
て
い
る
こ
と
か

ら
考
え
て
も
、
こ
の
叙
に
つ
い
て
は
疑
問
が
多
い
。
天
一
出
版
社
「
明
清

善
本
小
説
叢
刊
」一
九
八
五
の
影
印
本
に
よ
る
。本
文
対
比
の
際
に
は「
内
」

と
略
称
し
、容
與
堂
本
内
部
の
異
同
を
問
題
に
す
る
場
合
に
は
「
内
閣
本
」

と
呼
ぶ
。

２
、
天
理
図
書
館
所
蔵
「
容
與
堂
本
」

　
　
　

�　

百
巻
百
回
。
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
。
北
京
本
・
内
閣
本
と
外

見
は
酷
似
す
る
が
同
板
で
は
な
い
こ
と
、
版
心
の
ご
く
一
部
に
の
み
「
容

與
堂
藏
板
」
と
あ
る
点
か
ら
考
え
て
、
少
な
く
と
も
本
書
を
印
行
し
た
の

は
容
與
堂
で
は
な
く
、
版
木
は
覆
刻
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て

「
容
與
堂
本
」
と
い
う
呼
称
が
適
当
で
あ
る
か
に
も
疑
問
が
あ
る
が
、
と

り
あ
え
ず
本
文
系
統
の
指
標
と
し
て
こ
の
名
称
を
使
用
す
る
。
本
文
対
比

の
際
に
は
「
天
」
と
略
称
し
、
容
與
堂
本
内
部
の
異
同
を
問
題
に
す
る
場

合
に
は
「
天
理
本
」
と
呼
ぶ
。

３
、
鍾
伯
敬
批
評
四
知
館
本

　
　
　

�　

封
面
題
は
「
鍾
伯
敬
先
生
批
／
評
水
滸
忠
義
傳
」、
界
線
の
右
に
か
ず

か
に
「
四
知
館
梓
行
」
と
あ
る
ら
し
い
（
上
の
二
字
は
ほ
と
ん
ど
見
え
な

い
）。
巻
頭
題
は
「
鍾
伯
敬
先
生
批
評
水
滸
傳
」。
四
知
館
は
建
陽
楊
氏
の

書
坊
。
百
巻
百
回
。
半
葉
十
二
行
行
二
十
六
字
。
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館

蔵
。
中
華
書
局
「
古
本
小
説
叢
刊
」
所
収
の
影
印
本
に
よ
る
。
本
文
対
比

の
際
に
は
「
四
」
と
略
称
す
る
。

４
、
郁
郁
堂
本

　
　
　

�　

巻
頭
題
は
「
忠
義
水
滸
全
書
」。
百
二
十
回
。
版
式
は
神
山
本
に
同
じ
。

毎
葉
の
版
心
に
「
郁
郁
堂
」
と
あ
る
。
郁
郁
堂
に
つ
い
て
は
詳
細
が
わ
か

ら
な
い
が
、「
古
吳
郁
郁
堂
藏
板
」
と
す
る
清
代
中
期
の
刊
本
が
あ
り
＊
５
、

蘇
州
の
書
坊
と
思
わ
れ
る
。「
郁
郁
堂
」
を
称
す
る
刊
本
は
多
く
、
そ
れ

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
八
号

五
八



ぞ
れ
の
間
で
細
か
い
異
同
が
あ
る
が
、
す
べ
て
同
板
と
考
え
ら
れ
る
＊
６
。

こ
こ
で
は
京
都
大
学
文
学
研
究
科
図
書
館
蔵
本
に
よ
る
。

（
文
簡
本
）

５
、『
水
滸
志
傳
評
林
』

　
　
　

�　

巻
頭
題
は
「
京
本
增
補
校
正
全
像
忠
義
水
滸
志
傳
評
林
」。
巻
一
巻
頭

題
の
後
に
、「
中
原　

貫
中　

羅
道
本　

名
卿
父
編
集
」「
後
學　

仰
止　

余
宗
下　

雲
登
父
評
校
」「
書
林　

文
台　

余
象
斗
子
高
父
補
梓
」
と
三

行
に
記
す
。
余
象
斗
は
三
台
館
・
雙
峰
堂
等
の
名
で
大
量
の
書
籍
を
刊
行

し
た
建
陽
の
代
表
的
書
坊
の
主
人
で
あ
る
。
巻
頭
に
は「
萬
暦
甲
午
歳（
二

十
二
年
〔
一
五
九
四
〕）
臘
月
吉
旦
序
」
と
記
す
「
題
水
滸
傳
叙
」
が
、

巻
末
に
は
「
萬
暦
甲
午
季
秋
月
書
／
林
雙
峰
堂
余
文
台
梓
」
と
い
う
木
記

が
あ
る
。
二
十
五
巻
。
回
数
表
示
は
巻
七
巻
頭
の
第
三
十
回
以
降
消
滅
す

る
。
上
図
下
文
、
半
葉
十
四
行
行
二
十
一
字
。
日
光
輪
王
寺
慈
眼
堂
天
海

藏
所
蔵
。
中
華
書
局
「
古
本
小
説
叢
刊
」
の
影
印
本
に
よ
る
。

６
、『
水
滸
忠
義
志
傳
』（
劉
興
我
本
）

　
　
　

�　

巻
頭
題
は
「
新
刻
全
像
水
滸
傳
」。
巻
一
巻
頭
題
の
後
に
「
錢
塘　

施

耐
菴　

編
輯
」「
富
沙　

劉
興
我　

梓
行
」
と
二
行
に
題
す
。
巻
頭
の
「
叙

水
滸
忠
義
志
傳
」
に
は
末
尾
に
「
戊
辰
長
至
日
淸
源
汪
子
深
書
于
巣
雲
山

房
」
と
記
す
。「
戊
辰
」
と
は
崇
禎
元
年
（
一
六
二
八
）
の
こ
と
と
思
わ

れ
る
。「
富
沙
」
は
建
陽
の
地
名
で
あ
り
、
劉
興
我
は
建
陽
の
書
坊
劉
氏

の
一
族
と
推
定
さ
れ
る
。
二
十
五
巻
百
十
四
回
。
上
図
下
文
、
半
葉
十
五

行
、
毎
半
葉
の
最
初
と
最
後
の
各
二
行
は
三
十
五
字
、
他
の
挿
絵
の
下
の

部
分
は
二
十
七
字
。�

東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
双
紅
堂
文
庫
蔵
本
。

中
華
書
局
「
古
本
小
説
叢
刊
」
の
影
印
本
に
よ
る
。

７
、『
二
刻
英
雄
譜
』

　
　
　

�　

封
面
題
は
、
上
に
横
に
「
二
刻
重
訂
無
訛
」、
界
線
の
右
に
「
名
公
批

點
合
刻
三
國
水
滸
全
傳
」、
中
央
に
大
字
で
「
英
雄
譜
」。
界
線
の
左
に
は

「
雄
飛
館
主
人
識
」と
す
る
致
語
。巻
頭
題
は「
精
鐫
合
刻
三
國
水
滸
全
傳
」。

序
の
内
容
か
ら
崇
禎
年
間
の
刊
と
考
え
ら
れ
る
＊
７
。
二
十
巻
百
十
回
。

上
下
二
段
か
ら
な
り
、
上
段
は
『
水
滸
傳
』、
下
段
は
『
三
國
志
演
義
』

と
い
う
特
異
な
形
態
を
取
る
。『
水
滸
傳
』は
半
葉
十
六
も
し
く
は
十
七
行
、

行
十
三
も
し
く
は
十
四
字
、
小
字
。『
三
國
志
演
義
』
は
半
葉
十
四
行
行

二
十
二
字
、
大
字
。
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
・
京
都
大
学
文
学
部
藏
。

こ
こ
で
は
上
海
古
籍
出
版
社
「
古
本
小
説
集
成
」
影
印
の
内
閣
文
庫
本
に

よ
る
。

　

調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
今
後
順
次
論
文
化
し
て
く
予
定
で
あ
る
が
、
ま
ず
求

め
ら
れ
る
の
は
諸
本
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
本
論
に
お
い
て

は
、
ま
ず
１
～
４
の
諸
本
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
た
い
。
な
お
、

後
に
論
じ
る
よ
う
に
「
容
與
堂
本
」
三
本
の
間
に
は
か
な
り
の
異
同
が
あ
り
、
こ

れ
も
大
き
な
問
題
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
後
に
述
べ
る
理
由
で
最
も
原
型
に
近
い

も
の
と
思
わ
れ
る
北
京
本
を
使
用
し
、
他
本
に
つ
い
て
は
必
要
に
応
じ
て
言
及
す

る
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
以
下
事
例
を
挙
げ
る
際
に
示
す
回
数
・
葉
数
は
、
す
べ

て
容
與
堂
本
（
北
京
本
）
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

『
水
滸
傳
』
諸
本
考

五
九



　
　
　
　

二
、
金
聖
歎
本
の
底
本

　

最
初
に
、
金
聖
歎
本
が
基
づ
い
た
版
本
の
確
定
か
ら
着
手
し
よ
う
。
こ
の
問
題

は
、
成
立
の
順
序
で
言
え
ば
最
後
に
来
る
べ
き
も
の
で
は
あ
る
が
、
他
の
問
題
に

比
べ
れ
ば
ま
だ
し
も
論
点
が
単
純
と
言
っ
て
よ
い
の
で
、
ま
ず
こ
の
点
を
解
決
し

て
お
い
て
か
ら
、
他
の
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
た
い
。
こ
の
点
を
論
ず
る
前

に
、
ま
ず
諸
版
本
の
刊
行
の
順
序
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
こ
う
。

　

容
與
堂
本
は
内
閣
本
の
叙
の
日
付
を
信
じ
れ
ば
萬
暦
後
期
の
刊
で
あ
る
。
こ
の

叙
の
信
頼
性
が
必
ず
し
も
高
い
と
は
い
え
な
い
こ
と
を
す
で
に
述
べ
た
通
り
だ

が
、
天
啓
以
降
の
避
諱
が
な
い
点
か
ら
も
萬
暦
刊
本
の
可
能
性
が
高
い
と
い
え
よ

う
。
こ
の
こ
と
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
本
文
の
異
同
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。

百
二
十
回
本
は
、
少
な
く
と
も
そ
の
最
初
の
刊
本
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
増
補
さ

れ
た
二
十
回
の
部
分
の
み
に
天
啓
・
崇
禎
年
間
の
み
に
行
わ
れ
た
避
諱
が
認
め
ら

れ
る
点
、
そ
し
て
後
述
す
る
よ
う
に
増
補
以
外
の
部
分
に
も
一
箇
所
崇
禎
年
間
の

避
諱
の
例
が
認
め
ら
れ
る
点
か
ら
考
え
て
、
天
啓
以
前
の
テ
キ
ス
ト
を
踏
ま
え
た

上
で
増
補
を
加
え
て
崇
禎
年
間
（
一
六
二
八
～
一
六
四
四
）
に
刊
行
さ
れ
た
可
能

性
が
高
い
。
金
聖
歎
本
に
つ
い
て
は
、
一
六
四
四
年
の
明
の
滅
亡
前
後
の
刊
と
考

え
ら
れ
て
い
る
が
、
前
述
の
通
り
避
諱
が
全
篇
に
見
ら
れ
る
点
か
ら
考
え
て
、
刊

刻
は
明
滅
亡
以
前
に
行
わ
れ
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、容
與
堂
本
・

百
二
十
回
本
・
金
聖
歎
本
の
順
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
無
窮
会
本
に

つ
い
て
は
、
刊
行
時
期
は
定
め
が
た
い
が
、
避
諱
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
は
注

意
し
て
お
き
た
い
。

　

さ
て
、金
聖
歎
が
『
水
滸
傳
』
の
第
七
十
二
回
以
降
を
切
り
捨
て
る
と
と
も
に
、

作
中
人
物
が
実
際
に
唱
い
詠
む
も
の
以
外
の
詩
詞
美
文
を
す
べ
て
削
除
し
、
更
に

本
文
に
も
手
を
加
え
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
で
は
、
金
聖
歎
は
ど
の
テ

キ
ス
ト
に
基
づ
い
て
改
変
を
加
え
た
の
か
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
、
高
島
俊
男
氏
は
『
水
滸
伝
の
世
界
』（
初
出
は
大
修
館
一

九
八
七
、
二
〇
〇
一
年
に
ち
く
ま
文
庫
よ
り
文
庫
版
を
刊
行
）「
十
五　

水
滸
伝

を
チ
ョ
ン
切
っ
た
男
」
に
お
い
て
、「
彼
が
七
十
回
本
を
作
る
ベ
ー
ス
に
使
っ
た

の
は
、
百
二
十
回
本
（
全
伝
本
）
で
あ
っ
た
」
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
容
與
堂
本
・

無
窮
会
本
な
ど
の
百
回
本
で
は
な
く
、
百
二
十
回
本
に
依
拠
し
た
と
い
う
の
で
あ

る
。
一
般
書
で
あ
る
関
係
上
、こ
こ
で
は
具
体
的
な
根
拠
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、

こ
れ
は
高
島
氏
の
長
年
の
『
水
滸
傳
』
研
究
を
踏
ま
え
た
結
論
で
あ
ろ
う
。

　

以
下
、
高
島
氏
の
こ
の
結
論
に
つ
い
て
検
証
し
て
み
よ
う
。
こ
こ
で
高
島
氏
が

言
わ
れ
る
「
百
二
十
回
本
」
が
ど
の
テ
キ
ス
ト
を
指
す
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
た

だ
、
神
山
本
・
宮
内
庁
本
、
そ
れ
に
一
連
の
郁
郁
堂
本
は
い
ず
れ
も
行
款
が
同
じ

で
あ
り
、
版
面
も
酷
似
し
て
い
る
点
か
ら
考
え
て
、
一
つ
の
原
本
か
ら
覆
刻
が
繰

り
返
さ
れ
た
と
い
う
、い
わ
ば
兄
弟
の
関
係
に
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
百
二
十
回
本
相
互
の
間
に
は
、
覆
刻
の
際
の
ミ
ス
も
し
く
は
意
図
的

修
正
に
由
来
す
る
若
干
の
異
同
は
あ
る
も
の
の
、
基
本
的
に
は
同
じ
本
文
を
持
つ

と
い
っ
て
よ
い
。
逆
に
い
え
ば
、
金
聖
歎
本
が
ど
の
百
二
十
回
本
に
基
づ
く
か
を

特
定
す
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
は
、
百
二
十
回
本

の
代
表
と
し
て
、
刊
行
時
期
が
比
較
的
早
い
も
の
と
推
定
さ
れ
る
神
山
本
を
使
用

す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

ま
ず
、
序
盤
か
ら
第
二
回
４
ａ
＊
８
の
事
例
を
あ
げ
よ
う
。
こ
の
部
分
に
は
神

山
本
が
な
い
た
め
、
徳
山
本
を
使
用
す
る
。
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容　
　

：
更
無　

般
不
愛
、
更
兼
琴
棋
書
畫
、
儒
釋
道
教
、
無
所
不
通
。

無　
　

：
更
無
一
般
不
愛
、
更
兼
琴
棋
書
畫
、
儒
釋
道
教
、
無
所
不
通
。

徳
・
金
：
更
無
一
般
不
愛
、
即
如
琴
棋
書
畫
、 　
　
　
　
　

無
所
不
通
。

　

金
聖
歎
本
は
宮
内
庁
本
と
完
全
に
合
致
し
、
容
與
堂
本
・
無
窮
会
本
と
は
異
な

る
本
文
を
持
つ
。
こ
れ
は
端
王
、
つ
ま
り
後
の
徽
宗
の
才
人
ぶ
り
を
述
べ
た
部
分

で
あ
る
。
軽
薄
な
徽
宗
が
「
儒
」
に
通
じ
て
い
る
と
い
う
の
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い

と
考
え
て
、
百
二
十
回
本
の
段
階
で
改
変
が
加
え
ら
れ
、
金
聖
歎
本
が
そ
れ
を
踏

襲
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
だ
け
で
も
高
島
氏
の
説
が
正
し
い
こ
と
は
明
ら
か
に
思
え
る
が
、『
三
國

志
演
義
』
に
お
い
て
は
部
位
に
よ
り
異
同
の
状
況
が
大
幅
に
異
な
る
こ
と
に
鑑
み

れ
ば
＊
９�

、
別
の
部
位
の
検
討
は
欠
か
せ
な
い
。
も
う
少
し
後
の
部
分
と
い
う
こ

と
で
、
第
十
一
回
７
ａ
の
例
を
あ
げ
よ
う
。

　

梁
山
泊
に
仲
間
入
り
し
よ
う
と
し
て
や
っ
て
来
た
林
冲
を
取
次
役
の
朱
貴
が
歓

迎
す
る
場
面
で
あ
る
。
容
與
堂
本
と
無
窮
会
本
の
本
文
は
次
の
通
り
で
異
同
は
な

い
。

　
　
　

�　

…
…
王
頭
領
必
當
重
用
。
隨
卽
叫
酒
保
安
排
分
例
酒
來
相
待
。
林
冲
衜
、

何
故
重
賜
分
例
酒
食
、
拜
擾
不
當
。
朱
貴
衜
、
山
寨
中
留
下
分
例
酒
食
、

但
有
好
漢
經
過
、
必
敎
小
弟
相
待
。
旣
是
兄
長
來
此
入
夥
、
怎
敢
有
失
袛

應
。
隨
卽
安
排
魚
肉
盤
饌
酒
肴
到
來
相
待
。

　

同
じ
箇
所
が
、
神
山
本
と
金
聖
歎
本
で
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
　

…
…
王
頭
領
必
當
重
用
。
隨
卽
安
排
魚
肉
盤
饌
酒
肴
到
來
相
待
。

　

一
見
し
て
明
ら
か
な
通
り
、
こ
れ
は
、
近
接
し
て
同
じ
単
語
が
存
在
す
る
時
に

間
の
本
文
を
飛
ば
し
て
し
ま
う
い
わ
ゆ
る
「
同
詞
脱
文
」
に
由
来
す
る
誤
り
で
あ

る
。
神
山
本
は
、
原
稿
を
写
す
に
当
た
っ
て
、
二
つ
の
「
隨
卽
」
の
間
で
目
移
り

を
起
こ
し
て
本
文
を
飛
ば
し
て
し
ま
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
し
て
、
金
聖
歎
本
は

神
山
本
と
同
じ
本
文
を
持
つ
。
こ
の
よ
う
に
金
聖
歎
本
が
百
二
十
回
本
の
誤
り
を

継
承
し
て
い
る
こ
と
は
、
金
聖
歎
本
が
百
二
十
回
本
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
、
そ

し
て
少
な
く
と
も
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
容
與
堂
本
・
無
窮
会
本
な
ど
の
百
回
本

を
参
照
し
て
い
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

次
に
中
盤
か
ら
第
二
十
回
７
ａ
の
例
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

容
・
無
：
正
飲
酒
之
間
、
…
…
晁
蓋
便
喚
來
問
衜
、
有
甚
麽
事
。
小
嘍
囉
説
衜
、

朱
頭
領
探
聽
得
有
一
起
客
商
、
約
有
十
數
人
、
結
聯
一
處
、
今
夜
晩
間
…
…
。

神
・
金
：
正
飲
酒
間
、　 

…
…
晁
蓋
喚
來
問
有
甚
事
。　
　
　
　

小
嘍
囉
衜
、　

朱
頭
領
探
聽
得　

一
起
客
商
、　 

有
數
十
人
、
結
聯
一
處
、
今
晩
…
…
。

　

容
與
堂
本
・
無
窮
会
本
で
は
直
接
話
法
と
間
接
話
法
が
混
乱
し
て
お
り
、
ま
た

「
今
夜
晩
間
」
の
よ
う
な
同
じ
意
味
の
単
語
を
連
用
す
る
拙
い
表
現
が
認
め
ら
れ

る
。
こ
の
た
め
、
百
二
十
回
本
段
階
で
改
変
が
加
え
ら
れ
、
金
聖
歎
本
は
そ
れ
に

従
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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更
に
、
金
聖
歎
本
が
百
二
十
回
本
に
基
づ
い
た
た
め
に
誤
っ
て
し
ま
っ
た
事
例

を
あ
げ
よ
う
。
第
三
十
九
回
６
ａ
で
あ
る
。

容
・
無
：
時
常
過
江
來
謁
訪
知
府
。

神　
　

：
時
常
過
江
來
請
訪
知
府
。

金　
　

：
時
嘗
過
江
來
請
訪
知
府
。

　

金
聖
歎
本
に
お
い
て
他
本
の
「
時
常
」
を
「
時
嘗
」
と
表
記
し
て
い
る
の
は
、

前
述
し
た
天
啓
元
年
に
始
ま
る
避
諱
の
た
め
、
泰
昌
帝
の
諱
「
常
洛
」
を
避
け
た

結
果
で
あ
っ
て
、
本
文
の
継
承
関
係
と
関
わ
る
問
題
で
は
な
い
。
こ
の
部
分
で

問
題
と
な
る
の
は
、
容
與
堂
本
・
無
窮
会
本
の
「
謁
訪
知
府
」
が
、
神
山
本
と
金

聖
歎
本
で
は
と
も
に
「
請
訪
知
府
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
は
黃
文

炳
が
長
江
を
渡
っ
て
蔡
知
府
に
目
通
り
に
来
る
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
い
る
箇
所

で
あ
る
か
ら
、「
謁
訪
」
で
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
り
、
百
二
十
回
本
段
階
で
字

形
の
類
似
に
よ
り
「
請
訪
」
と
誤
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
（
実
際
、『
水
滸
傳
』

に
「
請
訪
」
と
い
う
語
の
例
は
な
い
）。
金
聖
歎
本
は
こ
の
誤
り
を
踏
襲
し
て
い

る
こ
と
に
な
る
。
同
様
の
事
例
は
数
多
く
認
め
ら
れ
る
。
例
え
ば
第
三
十
三
回
６

ｂ
の
例
。

容
・
無
：
這
等
頑
皮
頼
骨
。

神
・
金
：
這
等
賴
皮
賴
骨
。

　
「
賴
」を
二
回
用
い
る
の
は
修
辞
的
に
不
自
然
で
あ
り
、こ
れ
も
元
来
容
與
堂
本
・

無
窮
会
本
の
よ
う
に
「
頑
」
で
あ
っ
た
も
の
を
、
百
二
十
回
本
段
階
で
字
形
の
類

似
か
ら
「
賴
」
に
誤
り
、
そ
れ
を
金
聖
歎
本
が
踏
襲
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

次
に
金
聖
歎
本
で
は
終
盤
に
当
た
る
部
分
か
ら
、
第
六
十
三
回
２
ａ
の
事
例
を

検
討
し
て
み
よ
う
。
北
京
に
宋
江
が
ば
ら
ま
い
た
ビ
ラ
の
一
節
で
あ
る
。
こ
の
ビ

ラ
は
、
宋
江
が
盧
俊
義
を
梁
山
泊
に
招
こ
う
と
し
た
こ
と
、
盧
俊
義
は
派
遣
し
た

石
秀
と
も
ど
も
捕
ら
え
ら
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
述
べ
、
二
人
に
別
状
が
あ
れ
ば

た
だ
で
は
す
ま
さ
な
い
と
梁
中
書
以
下
の
北
京
の
人
々
を
恫
喝
す
る
も
の
で
あ

る
。

容
・
無
：
今
者
啓
請
上
山
、
一
同
替
天
行
衜
、　 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

特

令
石
秀
先
來
報
知
、
不
期
俱
被
擒
捉
。

神　
　

：
今
者
啓
請
上
山
、
一
同
替
天
行
衜
、
如
何
妄
徇
奸
賄
、
殺
害
善
良
。
特

令
石
秀
先
來
報
知
、
不
期
俱
被
擒
捉
。

金　
　

：
吾
今
啓
請
上
山
、
一
同
替
天
行
衜
、
如
何
妄
徇
奸
賄
、
屈
害
善
良
。
特

令
石
秀
先
來
報
知
、
不
期
反
被
擒
捉
。

　

容
與
堂
本
・
無
窮
会
本
の
本
文
で
は
、
石
秀
が
盧
俊
義
を
招
き
に
来
た
よ
う
に

見
え
る
。
こ
れ
は
、
石
秀
は
盧
俊
義
が
捕
ら
わ
れ
た
後
に
偵
察
に
来
た
と
い
う
実

態
と
異
な
る
た
め
、
百
二
十
回
本
段
階
で
二
句
を
加
え
て
、
石
秀
を
宋
江
の
先
触

れ
と
い
う
形
に
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
金
聖
歎
本
は
、
ま
だ
盧
俊
義
も
石
秀
も

殺
さ
れ
て
い
な
い
以
上
「
殺
害
」
は
お
か
し
く
、
ま
た
石
秀
は
後
で
捕
ま
っ
た
の

だ
か
ら
、
文
脈
上
「
倶
」
は
お
か
し
い
と
見
な
し
て
、
更
に
改
め
た
の
も
の
と
思

わ
れ
る
。
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こ
う
し
た
事
例
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
特
に
前
半
に
お
い
て
は
、
容
與
堂
本
と

金
聖
歎
本
だ
け
を
見
た
限
り
で
は
あ
た
か
も
金
聖
歎
に
よ
る
改
変
で
あ
る
か
の
よ

う
に
見
え
る
箇
所
の
多
く
が
、
実
は
原
型
か
ら
本
文
が
変
化
し
て
い
く
過
程
の
中

で
、
百
二
十
回
本
段
階
で
す
で
に
改
変
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
事
実
か
ら
、
高
島
氏
が
述
べ
ら
れ
る
通
り
、
金
聖
歎
本
が
百
二
十
回
本

に
直
接
依
拠
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
金
聖
歎
は
容
與
堂
本

を
は
じ
め
と
す
る
百
回
本
か
ら
二
十
九
回
を
切
り
捨
て
た
の
で
は
な
く
、
百
二
十

回
本
か
ら
四
十
九
回
を
切
り
捨
て
た
の
で
あ
る
。
金
聖
歎
が
依
拠
し
た
百
二
十
回

本
が
、
具
体
的
に
ど
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
か
は
、
前
述
の
通
り
一
連
の
百
二
十
回

本
は
基
本
的
に
覆
刻
を
繰
り
返
し
た
関
係
に
あ
る
ら
し
く
、
異
同
が
比
較
的
少
な

い
た
め
、
現
段
階
で
は
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
点
は
今
後
の
課

題
と
し
た
い
。

　

次
に
、
容
與
堂
本
・
無
窮
会
本
・
百
二
十
回
本
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

　
　
　
　

三
、
容
與
堂
本
・
無
窮
会
本
・
百
二
十
回
本
の
関
係

　

こ
の
三
本
は
、
版
式
に
つ
い
て
い
え
ば
、
容
與
堂
本
が
半
葉
十
一
行
行
二
十
二

字
、
無
窮
会
本
が
半
葉
十
行
行
二
十
二
字
、
百
二
十
回
本
の
神
山
本
・
徳
山
本
・

郁
郁
堂
本
（
多
数
あ
る
が
版
式
は
い
ず
れ
も
同
じ
）
が
半
葉
十
行
行
二
十
二
字
と

類
似
し
て
い
る
点
か
ら
も
、
相
互
に
関
係
を
有
す
る
、
も
し
く
は
同
じ
来
源
を
持

つ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
一
行
あ
た
り
の
字
数
が
共
通
で
あ
れ
ば
、
異
同
が
少
な
い

テ
キ
ス
ト
の
場
合
、
当
然
な
が
ら
改
行
箇
所
な
ど
が
同
じ
に
な
る
結
果
、
翻
刻
に

際
し
て
ミ
ス
が
生
じ
に
く
く
な
る
は
ず
で
あ
り
、
意
図
的
に
版
式
を
あ
わ
せ
た
可

能
性
が
想
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

ま
ず
無
窮
会
本
に
つ
い
て
論
じ
よ
う
。
容
與
堂
本
が
百
巻
百
回
と
い
う
形
式
を

取
る
の
に
対
し
、
無
窮
会
本
は
巻
数
表
示
が
な
い
百
回
本
で
あ
り
、
刊
記
や
序
跋

が
な
い
た
め
刊
行
年
代
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
の
、
萬
暦
年
間
に
刊

行
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
容
與
堂
本
よ
り
遅
れ
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
と
見
て

よ
い
。
こ
の
こ
と
は
、
第
三
十
六
回
４
ａ
の
次
の
事
例
か
ら
も
明
ら
か
に
見
て
取

れ
る
。

容　
　
　
　

：
打
夥
做
些
飯
吃
。

無
・
神
・
金
：
打
火
做
些
飯
喫
。

　

容
與
堂
本
の
「
打
夥
」
は
明
ら
か
に
「
打
火
」
の
誤
り
で
あ
り
、
無
窮
会
本
に

容
與
堂
本
が
基
づ
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
容
與
堂
本
が
こ
の
よ
う
な
表
記
を
す
る
は

ず
は
な
い
。
以
下
見
て
い
く
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
事
例
は
枚
挙
に
暇
が
な
く
、

容
與
堂
本
が
無
窮
会
本
に
先
行
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

無
窮
会
本
に
は
、
先
に
金
聖
歎
本
に
つ
い
て
ふ
れ
た
天
啓
以
降
に
実
施
さ
れ
た

避
諱
は
認
め
ら
れ
な
い
。
た
だ
、
こ
の
法
令
は
必
ず
し
も
厳
密
に
実
施
さ
れ
た
わ

け
で
は
な
い
よ
う
で
、
こ
れ
の
み
を
も
っ
て
無
窮
会
本
が
天
啓
・
崇
禎
年
間
に
刊

行
さ
れ
た
の
で
は
な
い
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
事
実
、百
二
十
回
本（
神

山
本
）が
避
諱
を
行
っ
て
い
る
の
は
前
述
の
通
り
増
補
の
二
十
回
の
み
で
あ
り（
厳

密
に
は
、第
三
十
一
回
に
「
檢
驗
」
を
「
簡
驗
」
と
し
て
い
る
例
が
あ
る
）、天
啓
・

崇
禎
年
間
に
も
避
諱
が
徹
底
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

一
方
、
い
わ
ゆ
る
「
移
置
閻
婆
」、
つ
ま
り
第
二
十
・
二
十
一
回
に
お
け
る
宋
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江
と
閻
婆
の
や
り
と
り
と
、
宋
江
と
劉
唐
の
や
り
と
り
の
順
序
と
が
逆
に
な
っ
て

い
る
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
無
窮
会
本
は
百
二
十
回
本
・
金
聖
歎
本
同
様
の

閻
婆
→
劉
唐
の
順
序
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ゆ
え
に
、
こ
の
「
移
置
閻
婆
」
を
根

拠
と
し
て
、
大
内
田
三
郎
氏
が
神
山
閏
次
・
白
木
直
也
両
氏
の
説
を
承
け
て
唱
え

た
無
窮
会
本
は
百
二
十
回
本
か
ら
二
十
回
を
削
除
し
た
も
の
と
す
る
説
が
広
く
行

わ
れ
て
い
た
（「
水
滸
傳
版
本
考
―
繁
本
各
回
本
の
関
係
に
つ
い
て
―
」（『
ビ
ブ

リ
ア　

天
理
図
書
館
報
』
四
十
、
一
九
六
八
年
十
月
）。

　

事
実
、
容
與
堂
本
と
百
二
十
回
本
の
本
文
が
異
な
る
場
合
、
無
窮
会
本
は
百
二

十
回
本
と
一
致
す
る
例
の
方
が
多
い
。
第
二
十
回
11
ｂ
の
例
を
あ
げ
よ
う
。

容　
　
　
　

：
晁
頭
領
哥
哥
再
三
拜
道
、
這
恩
人
得
蒙
救
了
性
命
、
如
何
不
報
。

無
・
神
・
金
：
晁
頭
領
哥
哥
再
三
拜
上
大
恩
人
、
得
蒙
救
了
性
命
。

　

さ
き
の
同
じ
回
の
例
と
同
様
、
直
接
話
法
と
間
接
話
法
の
混
乱
を
避
け
る
た
め

の
改
変
と
思
わ
れ
る
が
、こ
こ
で
は
無
窮
会
本
は
百
二
十
回
本
と
合
致
し
て
い
る
。

　

し
か
し
そ
の
一
方
で
、
逆
に
無
窮
会
本
の
本
文
が
容
與
堂
本
と
合
致
し
、
百
二

十
回
本
と
は
異
な
る
事
例
も
相
当
数
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
事
実
、
こ
れ
ま
で
に

あ
げ
た
七
つ
の
事
例
の
う
ち
、
最
後
の
一
つ
を
除
い
て
す
べ
て
無
窮
会
本
の
本
文

は
容
與
堂
本
と
合
致
し
、
百
二
十
回
本
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
容
與
堂
本
→
百
二

十
回
本
→
無
窮
会
本
の
順
に
本
文
が
改
変
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
こ

と
が
起
こ
る
は
ず
は
な
い
。
こ
の
点
は
す
で
に
笠
井
直
美
氏
が
指
摘
し
て
お
ら
れ

る
通
り
で
あ
る
（「
李
宗
侗
（
玄
伯
）
旧
蔵
『
忠
義
水
滸
傳
』」〔『
東
洋
文
化
研
究

所
紀
要
』
第
一
三
一
冊
、
一
九
九
六
年
十
一
月
〕）。

　

以
上
の
事
実
を
総
合
す
る
と
、
や
は
り
笠
井
氏
が
述
べ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、

大
内
田
氏
の
説
は
誤
り
で
あ
り
、
無
窮
会
本
は
容
與
堂
本
と
百
二
十
回
本
の
中
間

に
当
た
る
テ
キ
ス
ト
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

で
は
、
逆
に
百
二
十
回
本
の
方
が
無
窮
会
本
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
先
に
述
べ
た
通
り
、
容
與
堂
本
と
無
窮
会
本
の
本
文
が
異
な
る
場

合
、
若
干
の
例
外
を
除
い
て
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
百
二
十
回
本
は
無
窮
会
本
と
合

致
す
る
。
こ
の
事
実
は
、
百
二
十
回
本
が
直
接
容
與
堂
本
に
依
拠
し
た
わ
け
で
は

な
い
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
若
干
の
例
外
が
存
在
す
る
こ
と

を
見
過
ご
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。�

第
三
回
５
ａ
の
事
例
を
あ
げ
よ
う
。
魯
逹

と
史
進
の
出
会
い
の
場
面
で
あ
る
。
百
二
十
回
本
は
神
山
本
が
な
い
た
め
、
徳
山

本
を
使
用
す
る
。

容
：
魯
逹
道
、
俺
也
聞
他
名
字
。
那
箇
阿
哥
不
在
這
里
。
洒
家
聽
得
説
…
…

無
：
魯
逹
道
、
俺
也
聞
他
名
字
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

洒
家
聽
得
説
…
…

徳
：
魯
逹
道
、
俺
也
聞
他
名
字
。
那
箇
阿
哥
不
在
這
裏
。
洒
家
聽
得
説
…
…

金
：
魯
逹
道
、
俺
也
聞
他
名
字
。
那
箇
阿
哥
不
在
這
里
。
洒
家
聽
得
説
…
…

　

無
窮
会
本
の
み
一
文
が
脱
落
し
て
い
る
。
更
に
続
く
く
だ
り
に
は
次
の
よ
う
な

例
が
あ
る
。

容
：
你
且
和
我
上
街
去
吃
盃
酒
。

無
：
俺
且
和
你
上
街
去
喫
杯
酒
。

徳
：
你
且
和
我
上
街
去
喫
杯
酒
。

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
八
号

六
四



金
：
你
且
和
我
上
街
去
喫
杯
酒
。　

　

こ
こ
で
も
無
窮
会
本
の
み
他
の
三
本
と
本
文
を
異
に
す
る
。

　

こ
こ
に
あ
げ
た
わ
ず
か
二
つ
の
事
例
か
ら
も
、
多
く
の
情
報
を
引
き
出
す
こ
と

が
可
能
で
あ
る
。
ま
ず
無
窮
会
本
だ
け
が
異
な
る
本
文
を
持
つ
理
由
に
つ
い
て
。

第
二
の
例
は
、
人
称
代
名
詞
の
位
置
が
入
れ
替
わ
っ
て
は
い
る
が
、
二
人
が
一
緒

に
飲
み
に
行
く
と
い
う
事
実
自
体
に
は
全
く
違
い
が
な
い
。
た
だ
、
無
窮
会
本
以

外
の
三
本
の
よ
う
に
、
勝
手
に
相
手
の
行
動
を
決
め
つ
け
る
口
調
に
す
る
方
が
、

魯
逹
の
強
引
な
性
格
を
よ
く
表
現
し
て
い
る
よ
う
に
は
思
わ
れ
る
。逆
に
い
う
と
、

無
窮
会
本
が
こ
と
さ
ら
に
こ
の
よ
う
に
改
め
ね
ば
な
ら
な
い
理
由
は
考
え
ら
れ
な

い
。
従
っ
て
、
想
定
さ
れ
る
事
情
は
、
無
窮
会
本
が
依
拠
し
た
底
本
の
こ
の
部
分

の
印
刷
状
態
も
し
く
は
保
存
状
態
が
悪
か
っ
た
た
め
、
よ
く
見
え
ず
、
憶
測
で
埋

め
た
結
果
、
こ
う
し
た
異
同
が
生
じ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

も
し
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
第
一
の
事
例
も
、
底
本
の
こ
の
部
分
が
判
読
で

き
な
か
っ
た
た
め
に
抜
い
て
し
ま
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
無
窮
会
本
に
存

在
し
な
い
「
那
箇
阿
哥
不
在
這
里
」
は
、
自
分
の
気
に
入
り
さ
え
す
れ
ば
い
き
な

り
知
ら
な
い
人
間
に
対
し
て
も
「
阿
哥
」
と
い
う
な
れ
な
れ
し
い
語
を
使
う
魯
達

の
性
格
表
現
の
た
め
に
置
か
れ
て
い
る
文
で
あ
っ
て
、
無
く
て
も
文
脈
上
特
に
問

題
が
あ
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。

　

こ
の
推
定
の
傍
証
と
な
る
の
が
前
後
の
状
況
で
あ
る
。
右
に
あ
げ
た
箇
所
が
含

ま
れ
る
容
與
堂
本
で
は
第
三
回
第
三
葉
に
当
た
る
部
分
か
ら
、
無
窮
会
本
の
み
独

自
の
本
文
を
持
つ
例
が
見
え
始
め
、
特
に
第
四
葉
に
お
け
る
「
但
見
」
に
導
か
れ

た
魯
達
の
外
見
の
描
写
に
つ
い
て
い
え
ば
、
無
窮
会
本
は
容
貌
描
写
を
通
常
の
地

の
文
と
し
て
取
り
込
む
の
み
で
、
五
句
に
わ
た
る
服
装
の
描
写
は
す
べ
て
存
在
せ

ず
、
そ
の
後
の
部
分
も
他
本
と
は
大
き
く
異
な
る
。
金
聖
歎
本
に
お
い
て
は
「
但

見
」
以
下
の
美
文
を
全
面
的
に
削
除
し
、
服
装
・
容
貌
描
写
の
み
地
の
文
に
取
り

込
む
の
が
常
だ
が
、
無
窮
会
本
に
は
こ
の
よ
う
な
事
例
は
こ
の
箇
所
以
外
ほ
と
ん

ど
見
ら
れ
な
い
（
一
方
で
金
聖
歎
本
の
こ
の
く
だ
り
は
、
無
窮
会
本
に
は
な
い
服

装
描
写
も
そ
の
ま
ま
活
か
さ
れ
て
い
る
）。
つ
ま
り
、
こ
の
部
分
の
異
同
は
無
窮

会
本
の
通
常
の
パ
タ
ー
ン
と
は
合
致
し
な
い
の
で
あ
る
。

　

し
か
も
、
無
窮
会
本
が
独
自
の
本
文
を
持
つ
事
例
は
全
体
に
認
め
ら
れ
る
わ
け

で
は
な
い
。
明
ら
か
な
ミ
ス
を
別
に
す
れ
ば
、
第
三
十
三
・
四
十
・
六
十
二
回
に

お
そ
ら
く
意
図
的
な
削
除
が
施
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
小
規

模
な
も
の
で
あ
り
、
大
き
く
本
文
が
異
な
る
の
は
、
こ
の
第
三
回
と
続
く
第
四
回
、

そ
れ
に
第
四
十
一
回
に
ほ
ぼ
限
定
さ
れ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
れ
ら
の
事
実
か
ら

考
え
て
、
異
同
が
生
じ
た
原
因
は
、
無
窮
会
本
が
刊
刻
に
当
た
っ
て
使
用
し
た
底

本
に
一
部
判
読
困
難
な
箇
所
が
あ
っ
た
点
に
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。そ
し
て
、

先
に
あ
げ
た
第
三
回
の
事
例
に
見
え
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
箇
所
に
お
い
て
は
、

百
二
十
回
本
は
無
窮
会
本
で
は
な
く
容
與
堂
本
と
合
致
す
る
。
こ
の
事
実
は
、
百

二
十
回
本
が
現
存
す
る
無
窮
会
本
自
体
に
直
接
依
拠
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ

と
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。

　

も
う
一
つ
、
百
二
十
回
本
が
現
存
す
る
無
窮
会
本
そ
の
も
の
に
依
拠
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
示
す
明
確
な
証
拠
が
存
在
す
る
。金
聖
歎
本
に
お
い
て
は
、

本
文
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
詩
詞
美
文
が
す
べ
て
削
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
す
で
に

述
べ
た
通
り
だ
が
、
無
窮
会
本
・
百
二
十
回
本
も
、
容
與
堂
本
に
あ
る
詩
詞
美
文

を
削
除
・
短
縮
し
て
い
る
例
や
、
逆
に
追
加
し
て
い
る
例
が
多
数
認
め
ら
れ
る
。

『
水
滸
傳
』
諸
本
考

六
五



そ
し
て
、
容
與
堂
本
に
存
在
す
る
詩
詞
美
文
の
う
ち
、
無
窮
会
本
で
削
除
・
短
縮

さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
百
二
十
回
本
に
は
存
在
す
る
事
例
が
、
第
七
十

一
回
ま
で
で
22
例
も
数
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
百
二
十
回
本
が
無
窮
会
本
に
基
づ

い
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
る
は
ず
が
な
い
。

　

こ
れ
ら
の
事
実
を
ど
の
よ
う
に
説
明
す
べ
き
か
。
想
定
し
う
る
の
は
次
の
二
つ

の
可
能
性
で
あ
る
。

①
百
二
十
回
本
は
容
與
堂
本
と
無
窮
会
本
を
合
わ
せ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

②
容
與
堂
本
と
無
窮
会
本
の
中
間
に
あ
た
る
本
文
を
持
つ
テ
キ
ス
ト
が
存
在
し
、

百
二
十
回
本
は
そ
れ
に
依
拠
し
て
い
る
。

　

①
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
容
與
堂
本
と
無
窮
会
本
の
本
文
が
異
な
る
事
例
に
お
い

て
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
百
二
十
回
本
は
無
窮
会
本
と
合
致
す
る
と
い
う
状
況
が

な
ぜ
発
生
す
る
の
か
、
説
明
が
つ
か
な
い
。
ま
た
、
非
常
に
複
雑
な
作
業
に
な
り
、

現
実
に
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
行
わ
れ
た
か
は
疑
問
で
あ
る
。
従
っ
て
、
①
の
可
能

性
も
絶
無
と
ま
で
は
い
え
な
い
が
、
②
の
可
能
性
の
方
が
高
い
と
見
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
詩
詞
韻
文
の
異
同
の
状
況
か
ら
も
裏
付
け
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
。

　

さ
き
に
無
窮
会
本
で
削
除
さ
れ
て
い
る
詩
詞
韻
文
が
百
二
十
回
本
に
は
存
在
す

る
例
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
無
論
、
無
窮
会
本
・
百
二
十
回
本
双
方
で
詩
詞
美

文
が
削
除
さ
れ
て
い
る
例
も
多
数
存
在
す
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
い
ず
れ
に
も
該
当

し
な
い
事
例
が
多
数
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
第
十
回
４
ａ
の
例
を
あ
げ
よ
う
。

容
：
李
小
二
慌
忙
衜
、
恩
人
請
坐
、
小
人
却
待
正
要
尋
恩
人
有
些
要
緊
話
説
。
有

詩
爲
証
、
潜
爲
奸
計
害
英
雄
、
一
線
天
敎
把
信
通
。
虧
殺
有
情
賢
李
二
、
暗
中
回

護
有
奇
功
。
當
下
林
冲
問
道
…
…

無
：
李
小
二
慌
忙
衜
、
恩
人
請
坐
、
小
人
却
待
正
要
尋
恩
人
有
些
要
緊
話
説
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

林
冲
問
道
…
…

神
：
李
小
二
慌
忙
衜
、
恩
人
請
坐
、
小
二
却
待
正
要
尋
恩
人
有
些
要
緊
話
説
。
有

詩
爲
証
、
謀
人
念
動
震
天
門
、
悄
語
低
言
號
六
軍
。
豈
獨
隔
牆
原
有
耳
、
滿
前
神

鬼
盡
知
聞
。
當
下
林
冲
問
衜
…
…

金
：
李
小
二
慌
忙
衜
、
恩
人
請
坐
、
小
二
却
待
正
要
尋
恩
人
有
些
要
緊
説
話
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

當
下
林
冲
問
衜
…
…

　

容
與
堂
本
の
詩
を
無
窮
会
本
は
削
除
し
、神
山
本
に
は
同
じ
位
置
に
同
様
に「
有

詩
爲
証
」
と
し
て
詩
が
あ
る
も
の
の
、
内
容
は
全
く
の
別
物
で
あ
る
。
こ
の
例
だ

け
を
見
れ
ば
、
内
容
が
気
に
入
ら
な
い
た
め
、
他
の
詩
と
差
し
替
え
た
か
と
思
わ

れ
る
。
し
か
し
、
同
様
の
事
例
は
第
七
十
一
回
ま
で
で
第
十
一
・
十
五
・
十
八
（
二

例
）・
十
九
・
二
十
四
・
三
十
一
・
三
十
八
・
五
十
回
に
も
あ
り
、
全
部
で
10
例

に
及
ぶ
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
こ
に
あ
げ
た
第
十
四
回
の
例
で
は
無
窮
会
本
で

詩
と
と
も
に
削
除
さ
れ
た
「
當
下
」
が
百
二
十
回
本
に
は
存
在
す
る
。
更
に
、
第

十
一
回
第
九
葉
の
事
例
で
は
、
容
與
堂
本
に
お
け
る
「
有
詩
爲
証
」
以
下
の
七
言

四
句
を
無
窮
会
本
が
す
べ
て
削
除
し
、
百
二
十
回
本
で
は
全
く
別
の
七
言
四
句
を

挿
入
す
る
が
、
そ
れ
を
導
く
句
は
「
有
詩
爲
証
」
で
は
な
く
「
正
是
」
に
な
っ
て

い
る
。
容
與
堂
本
を
見
た
上
で
詩
だ
け
を
差
し
替
え
る
な
ら
、
通
常
は
「
有
詩
爲

証
」
の
ま
ま
に
す
る
は
ず
で
あ
る
。
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こ
れ
ら
は
百
二
十
回
本
の
制
作
者
が
、
容
與
堂
本
と
無
窮
会
本
を
見
比
べ
た
上

で
、
無
窮
会
本
が
削
除
し
た
こ
と
を
認
識
し
て
同
じ
位
置
に
詩
詞
美
文
を
再
び
入

れ
た
の
で
は
な
く
、
そ
の
前
後
で
詩
詞
美
文
が
少
な
い
と
判
断
し
、
新
た
に
用
意

し
た
詩
詞
美
文
を
独
自
に
挿
入
し
た
結
果
、
た
ま
た
ま
容
與
堂
本
と
同
じ
位
置
に

な
っ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
百
二
十
回
本
は
、
一
定
の
割

合
で
詩
詞
美
文
が
挿
入
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考
え
の
も
と
に
編
集
さ
れ
て

い
る
ら
し
く
、
容
與
堂
本
・
無
窮
会
本
に
お
い
て
詩
詞
美
文
が
少
な
い
部
分
に
お

い
て
は
、
新
し
い
も
の
を
追
加
す
る
傾
向
に
あ
る
。
そ
う
し
た
新
た
な
詩
詞
美
文

が
追
加
さ
れ
て
い
る
例
は
、
第
七
十
一
回
ま
で
で
52
例
に
の
ぼ
る
。
こ
う
し
た
例

か
ら
考
え
て
、
百
二
十
回
本
は
、
依
拠
し
た
底
本
が
無
窮
会
本
同
様
に
あ
る
程
度

詩
詞
美
文
を
削
除
し
た
も
の
で
あ
っ
た
た
め
に
、
そ
の
周
辺
に
詩
詞
美
文
が
少
な

い
と
考
え
た
百
二
十
回
本
の
編
集
者
が
新
た
な
も
の
を
加
え
た
結
果
、
場
合
に
よ

っ
て
は
導
入
の
テ
ク
ニ
カ
ル
タ
ー
ム
ま
で
容
與
堂
本
と
は
異
な
る
詩
詞
美
文
が
入

れ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
に
違
い
な
い
。
も
し
百
二
十
回
本
が
、
容
與
堂
本
と
無

窮
会
本
を
突
き
合
わ
せ
て
作
ら
れ
た
も
の
だ
と
す
れ
ば
、
当
然
容
與
堂
本
の
も
の

を
利
用
す
る
は
ず
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
る
と
は
考
え
が
た
い
。
こ

の
点
か
ら
も
、
百
二
十
回
本
が
依
拠
し
た
の
は
、
容
與
堂
本
と
無
窮
会
本
の
中
間

に
当
た
る
、
い
ま
は
失
わ
れ
た
テ
キ
ス
ト
だ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
が
、
百
二
十
回
本
の
古
本
で
あ
る
徳
山
本
の
冒
頭
に
付

さ
れ
た
「
出
像
評
點
忠
義
水
滸
全
傳
發
凡
」
の
次
の
記
述
で
あ
る
（
神
山
本
で
は

こ
の
部
分
は
欠
落
し
て
い
る
）。

　　
　

�　

舊
本
去
詩
詞
之
煩
蕪
、
一
慮
事
緒
之
斷
、
一
慮
眼
路
之
迷
、
頗
直
截
淸
明
。

第
有
得
此
、
以
形
容
人
態
、
頓
挫
文
情
者
、
又
未
可
盡
除
。
茲
復
爲
增
定
、

或
攛
原
本
而
進
所
有
、
或
逆
古
意
而
益
所
無
。

　
　

�　

旧
本
は
煩
雑
な
詩
詞
を
除
い
て
い
る
。
こ
れ
は
一
つ
に
は
叙
述
が
中
断
し

て
し
ま
う
こ
と
、
一
つ
に
は
ど
こ
ま
で
読
ん
だ
か
わ
か
ら
な
く
な
る
こ
と
に

配
慮
し
た
も
の
で
、
ず
い
ぶ
ん
は
っ
き
り
わ
か
り
や
す
く
は
な
る
。
た
だ
、

詩
詞
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
人
の
姿
を
形
容
し
、
文
章
に
リ
ズ
ム
を
つ
け
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
全
部
削
っ
て
し
ま
っ
て
よ
い
と
い
う
も
の
で

は
な
い
。
こ
こ
で
改
め
て
追
加
す
る
こ
と
に
す
る
。
原
本
に
あ
っ
た
も
の
を

取
っ
て
き
た
も
の
も
、
古
本
の
内
容
に
従
っ
て
な
か
っ
た
も
の
を
付
け
加
え

た
も
の
も
あ
る
。

　

こ
こ
で
い
う
「
舊
本
」
が
何
で
あ
る
か
は
定
か
で
は
な
い
。「
發
凡
」
の
次
の

項
に
、「
舊
本
」
は
「
首
引
一
詞
、
便
有
四
謬
」
と
あ
る
が
、
容
與
堂
本
と
徳
山

本
を
比
較
す
る
と
、巻
頭
の
詞
で
字
が
異
な
る
の
は
一
字
の
み
（
容
與
堂
本
の
「
圖

形
無
數
」
を
徳
山
本
は
「
圖
名
無
數
」
と
す
る
）
で
あ
り
、
容
與
堂
本
の
こ
と
で

は
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
た
だ
続
く
詩
ま
で
含
め
る
と
、
容
與
堂
本
の
「
成

羅
綺
」
が
徳
山
本
で
は
「
陳
羅
綺
」
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、「
草
」
と
「
年
」
の

字
体
が
変
わ
っ
て
お
り
、
あ
わ
せ
る
と
四
に
な
る
た
め
、
こ
れ
だ
け
で
は
容
與
堂

本
で
は
な
い
と
断
定
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
た
だ
、「
舊
本
」
が
「
詩
詞
之
煩
蕪
」

を
削
っ
て
い
る
と
い
う
以
上
、
そ
れ
が
容
與
堂
本
を
指
す
可
能
性
は
ほ
と
ん
ど
な

い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
む
し
ろ
問
題
は
、
参
照
し
た
「
原
本
」
の
存
在
で
あ

る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
容
與
堂
本
を
参
照
し
た
可
能
性
を
完
全
に
否
定
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
と
は
い
え
、
基
本
的
に
底
本
と
し
て
使
用
さ
れ
た
「
舊
本
」
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が
容
與
堂
本
と
は
別
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
記
述
か
ら
も
明
ら
か
で
あ

る
。

　

つ
ま
り
、
無
窮
会
本
と
百
二
十
回
本
に
は
共
通
の
祖
本
が
存
在
し
た
こ
と
に
な

る
。
こ
こ
で
は
こ
れ
を
無
窮
会
原
本
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
い
。
無
窮
会
原
本
は
ど

の
よ
う
な
テ
キ
ス
ト
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
、
現
存
し
な
い
テ
キ
ス
ト
の

様
相
を
具
体
的
に
想
定
し
て
み
よ
う
。

　

本
文
は
無
窮
会
本
と
ほ
ぼ
同
じ
だ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
無
窮
会
本

が
明
ら
か
に
誤
っ
て
い
る
箇
所
に
お
い
て
は
、
や
は
り
無
窮
会
原
本
に
依
拠
し
て

い
る
百
二
十
回
本
が
、
容
與
堂
本
を
参
照
し
て
い
な
い
は
ず
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
容
與
堂
本
と
一
致
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
テ
キ
ス
ト
は
無
窮
会
本

よ
り
誤
り
の
少
な
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
更
に
、
無
窮
会
本
で
は
な
く

な
っ
て
い
る
詩
詞
美
文
が
一
部
百
二
十
回
本
に
は
存
在
す
る
点
か
ら
考
え
て
、
無

窮
会
原
本
は
、
無
窮
会
本
よ
り
詩
詞
美
文
の
削
除
が
少
な
い
も
の
だ
っ
た
に
違
い

な
い
。
そ
し
て
、「
移
置
閻
婆
」
に
関
し
て
は
、無
窮
会
原
本
か
ら
出
た
無
窮
会
本
・

百
二
十
回
本
が
い
ず
れ
も
閻
婆
→
劉
唐
の
順
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、

容
與
堂
本
と
は
異
な
る
順
序
で
あ
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。も
う
一
つ
、第
五
十

～
五
十
一
回
の
扈
三
娘
と
王
矮
虎
の
結
婚
に
関
す
る
記
述
も
、
第
五
十
回
末
で
簡

単
に
述
べ
た
上
で
、第
五
十
一
回
で
も
う
一
度
語
り
直
す
容
與
堂
本
と
は
異
な
り
、

無
窮
会
本
・
百
二
十
回
本
と
も
に
第
五
十
回
末
で
ま
と
め
て
述
べ
る
形
を
取
っ
て

お
り
、や
は
り
無
窮
会
原
本
の
段
階
で
こ
の
形
に
な
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

つ
ま
り
無
窮
会
原
本
は
、
百
回
か
ら
な
り
（
分
巻
だ
っ
た
か
は
不
明
。
た
だ
、

無
窮
会
本
が
不
分
巻
で
あ
る
点
か
ら
す
る
と
、
分
巻
で
は
な
か
っ
た
可
能
性
の
方

が
高
そ
う
で
あ
る
）、
閻
婆
の
位
置
が
容
與
堂
本
と
は
異
な
り
、
扈
三
娘
と
王
矮

虎
の
結
婚
の
詳
し
い
記
述
が
第
五
十
回
末
に
置
か
れ
、
無
窮
会
本
で
は
削
除
さ
れ

て
い
る
詩
詞
美
文
22
例
を
残
し
、
本
文
は
ほ
ぼ
無
窮
会
本
と
同
じ
と
い
う
テ
キ
ス

ト
で
あ
っ
た
。
無
窮
会
原
本
か
ら
詩
詞
美
文
を
多
少
削
除
し
た
も
の
と
し
て
無
窮

会
本
が
、
無
窮
会
原
本
を
も
と
に
更
に
書
き
換
え
を
施
し
、
二
十
回
追
加
す
る
と

と
も
に
、
詩
詞
美
文
を
多
数
追
加
し
た
も
の
と
し
て
百
二
十
回
本
が
成
立
し
た
と

い
う
こ
と
に
な
る（
補
注
）。
で
は
、
無
窮
会
原
本
は
ど
の
よ
う
な
形
態
を
持
っ
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

容
與
堂
本
・
無
窮
会
本
・
百
二
十
回
本
は
、
い
ず
れ
も
一
行
の
字
数
が
二
十
二

字
と
い
う
点
で
共
通
す
る
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
そ
し
て
、
無
窮
会
本
・

百
二
十
回
本
は
、
本
文
の
字
数
が
容
與
堂
本
と
異
な
る
場
合
、
他
の
箇
所
で
そ
れ

に
対
応
し
た
文
字
の
増
減
を
行
い
、
で
き
る
だ
け
字
配
り
に
変
化
が
生
じ
な
い
よ

う
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
形
跡
が
随
所
に
認
め
ら
れ
る
。
一
例
を
あ
げ
よ
う
。
容

與
堂
本
第
九
回
３
ｂ
に
次
の
よ
う
な
異
同
が
あ
る
。

容　
　
　
　

：
新
來
了
一
個
僧
人　

做
魯
智
深
。

無
・
神
・
金
：
新
來
了　

箇
僧
人
喚
做
魯
智
深
。

　

こ
こ
で
「
一
個
」
の
「
一
」
を
脱
落
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
必
然
性
は
、
文
意
の

点
か
ら
も
、
修
辞
上
か
ら
も
、
全
く
認
め
ら
れ
な
い
。
な
ぜ
無
窮
会
本
・
百
二
十

回
本
に
は
「
一
」
が
な
い
の
か
。
そ
の
理
由
は
、
続
く
く
だ
り
を
見
れ
ば
明
ら
か

に
な
る
。
容
與
堂
本
の
よ
う
に
「
做
魯
智
深
」
と
し
た
だ
け
で
は
い
か
に
も
舌
足

ら
ず
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
誤
っ
た
、
も
し
く
は
拙
い
原
型
を
修
正
し
、
字
数
に
ず

れ
が
生
じ
な
い
よ
う
に
、
な
く
て
も
意
味
上
支
障
が
生
じ
な
い
「
一
」
を
削
除
し
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て
つ
じ
つ
ま
を
あ
わ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
改
変
も
、
無
窮
会
本
・
百
二
十
回
本

に
共
通
す
る
以
上
、
無
窮
会
原
本
で
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
無
窮
会

原
本
は
、や
は
り
一
行
二
十
二
字
か
ら
な
る
テ
キ
ス
ト
だ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

無
窮
会
原
本
の
刊
行
者
に
つ
い
て
は
、
一
つ
だ
け
鍵
と
な
り
う
る
か
も
し
れ
な

い
記
述
が
存
在
す
る
。
百
二
十
回
本
（
神
山
本
）
第
三
十
回
15
ｂ
の
眉
批
に
次
の

よ
う
に
あ
る
。

　
　
　

此
處
世
本
頗
有
敗
闕
可
議
、
今
如
此
發
付
才
得
緩
急
次
第
之
理
。

　
　

�　

こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
、「
世
本
」
に
は
問
題
に
な
る
残
欠
部
分
が
か
な

り
あ
る
。
こ
こ
で
行
っ
た
よ
う
な
処
理
を
加
え
て
、
は
じ
め
て
タ
イ
ミ
ン
グ

や
順
序
が
理
に
か
な
っ
た
も
の
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
は
、
武
松
が
飛
雲
浦
で
張
都
監
と
蔣
門
神
の
刺
客
を
倒
す
く
だ
り
だ
が
、

容
與
堂
本
と
無
窮
会
本
・
百
二
十
回
本
の
本
文
に
大
き
な
異
同
が
あ
る
。
一
見
す

る
と
、
容
與
堂
本
に
は
矛
盾
が
あ
る
た
め
に
（
武
松
が
先
に
二
人
の
護
送
役
人
を

川
に
蹴
り
こ
ん
だ
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
は
ず
な
の
に
、
二
人
に
と
ど
め
を
刺
す
と

あ
る
）
書
き
換
え
た
よ
う
に
見
え
る
が
、
こ
の
眉
批
を
信
じ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の

異
同
は
基
づ
い
た
底
本
に
残
欠
が
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
こ
と
に
な
る
。
真
偽

の
ほ
ど
は
不
明
だ
が
、
と
り
あ
え
ず
百
二
十
回
本
が
依
拠
し
た
の
は
「
世
本
」
だ

っ
た
と
こ
こ
で
は
表
明
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　

た
だ
問
題
は
、
無
窮
会
本
と
百
二
十
回
本
の
本
文
が
、
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は

完
全
に
一
致
し
て
い
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
そ
し
て
、
基
本
的
に
無
窮
会
本
の
方

が
古
い
本
文
を
継
承
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
以
上
、
こ
の
改
変
は
百
二
十
回
本

で
加
え
ら
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
と
す
れ
ば
、
先
の
眉
批
に
対
し
て
加
え
う

る
解
釈
は
次
の
二
つ
の
う
ち
い
ず
れ
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

①
無
窮
会
本
原
本
は
「
世
本
」
に
依
拠
し
、
百
二
十
回
本
と
同
じ
眉
批
が
付
さ
れ

て
い
た
が
、
無
窮
会
本
段
階
で
批
評
が
削
ら
れ
た
。

②
百
二
十
回
本
が
本
文
改
変
を
正
当
化
す
る
た
め
に
こ
の
よ
う
な
説
明
を
加
え

た
。

　

ど
ち
ら
で
あ
る
か
を
断
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
①
の
可
能
性
は
低
そ

う
に
思
わ
れ
る
。

　

記
述
内
容
の
真
偽
は
と
も
か
く
、
こ
の
眉
批
は
百
二
十
回
本
に
先
行
す
る
テ
キ

ス
ト
と
し
て
「
世
本
」
が
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
。
で
は
「
世
本
」
と
は
何
な
の
か
。

　

一
つ
の
可
能
性
は
、『
西
遊
記
』
や
『
趙
氏
孤
兒
記
』
な
ど
の
戯
曲
刊
本
と
同
様
、

『
水
滸
傳
』
に
も
南
京
唐
氏
の
世
徳
堂
刊
本
が
存
在
し
、そ
の
略
称
と
し
て
「
世
本
」

が
使
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
世
徳
堂
の
刊
行
物
の
傾
向
か
ら
考
え

て
、『
水
滸
傳
』
を
刊
行
し
て
い
て
も
特
に
不
思
議
は
な
い
。

　

し
か
し
、
異
な
る
可
能
性
も
想
定
し
う
る
。
馬
致
遠
の
雑
劇
「
任
風
子
」
の
脈

望
館
抄
本
の
末
尾
に
は
、
抄
写
を
行
っ
た
趙
琦
美
に
よ
る
次
の
よ
う
な
注
記
が
見

え
る
＊
11

。

　
　
　

内
本
世
本
各
有
損
益
、
今
爲
合
作
一
家
。

　
　

�　

内
本
と
世
本
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
無
い
部
分
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
合
わ

せ
て
一
つ
に
し
た
。
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「
内
本
」
と
は
、
明
の
宮
廷
に
お
け
る
上
演
用
テ
キ
ス
ト
の
内
府
本
の
こ
と
で

あ
る
。
そ
し
て
、「
任
風
子
」
の
本
文
に
は
明
ら
か
に
通
常
の
内
府
本
と
は
性
格

を
異
に
す
る
点
が
あ
り
、
異
質
な
テ
キ
ス
ト
が
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。
た
だ
、
元
雑
劇
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
「
世
本
」
と
い
う
名
称
が
用
い
ら
れ

て
い
る
例
は
こ
れ
の
み
で
あ
る
。

　

古
く
西
晉
の
傅
玄
の
「
琵
琶
賦
」
の
序
＊
11

に
は
、「
世
本
不
載
作
者
」
と
見
え
る
。

こ
こ
で
い
う
「
世
本
」
と
は
、
世
間
に
出
回
っ
て
い
る
テ
キ
ス
ト
の
意
味
で
あ
る

に
違
い
な
い
。
と
す
れ
ば
、
趙
琦
美
の
い
う
「
世
本
」
も
、
特
に
名
付
け
よ
う
の

な
い
テ
キ
ス
ト
を
こ
の
よ
う
に
呼
称
し
て
い
る
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
可
能
性
が
高

い
で
あ
ろ
う
。
す
る
と
、
百
二
十
回
本
で
い
う
「
世
本
」
も
、
単
な
る
流
布
本
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

　

い
ず
れ
が
正
し
い
か
は
断
定
で
き
な
い
が
、
現
存
し
な
い
世
徳
堂
本
を
想
定
す

る
よ
り
は
、
単
に
流
布
本
と
い
う
つ
も
り
で
こ
の
語
を
用
い
て
い
る
可
能
性
の
方

が
高
い
。
つ
ま
り
、
百
二
十
回
本
の
眉
批
は
、
そ
れ
ほ
ど
重
視
す
る
必
要
の
な
い

も
の
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。

　

で
は
、
無
窮
会
原
本
の
底
本
と
な
っ
た
テ
キ
ス
ト
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
容
與
堂
本
・
無
窮
会
本
・
百
二
十
回
本
を
比
較
す
る
限
り
で
は
、

容
與
堂
本
に
依
拠
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
い
わ
ゆ
る
嘉
靖
本
を
視

野
に
入
れ
る
と
、
状
況
は
全
く
変
わ
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

四
、
嘉
靖
本

　

い
わ
ゆ
る
嘉
靖
本
は
、
古
く
か
ら
問
題
に
な
っ
て
き
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
こ

の
本
と
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
先
行
研
究
に
つ
い
て
は
、
荒
木
達
雄
氏
の
「″
嘉
靖
本
”

「
水
滸
傳
」
と
初
期
の
「
水
滸
傳
」
文
繁
本
系
統
」（『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
六
十
四

集
〔
二
〇
一
二
年
十
月
〕）
で
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
詳
し
く
は
同
論
文
を

参
照
さ
れ
た
い
。
概
略
を
述
べ
て
お
く
と
、
嘉
靖
本
は
中
国
国
家
図
書
館
に
第
四

十
七
～
四
十
九
回
と
第
五
十
一
～
五
十
五
回
の
み
が
残
さ
れ
て
い
る
残
本
で
あ

る
。
第
五
十
一
回
の
回
頭
に
「
忠
義
水
滸
傳
巻
十
一
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、

全
百
回
で
二
十
回
か
ら
な
っ
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

　

版
式
は
半
葉
十
行
行
二
十
字
、
つ
ま
り
、
十
一
行
も
し
く
は
十
行
二
十
二
字
か

ら
な
る
容
與
堂
本
・
無
窮
会
本
・
百
二
十
回
本
と
は
、
一
行
の
字
数
が
異
な
る
こ

と
に
な
る
。
匡
郭
の
大
き
さ
が
同
じ
で
あ
れ
ば
、
一
行
あ
た
り
の
字
数
が
少
な
い

こ
と
は
、『
三
國
志
演
義
』
嘉
靖
壬
午
序
本
の
よ
う
な
大
字
本
で
あ
る
こ
と
を
意

味
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
実
は
嘉
靖
本
の
匡
郭
は
、
実
物
を
調
査
さ
れ
た
上
原
究

一
氏
の
ご
教
示
に
よ
れ
ば
、
第
四
十
七
回
で16.7

×12.4cm

、
そ
の
他
も
大
同

小
異
と
の
こ
と
で
、23.8

×16cm

と
い
う
『
三
國
志
演
義
』
嘉
靖
壬
午
序
本
は

も
と
よ
り
、20

×13.5

㎝
程
度
の
『
水
滸
傳
』
容
與
堂
本
と
も
比
べ
も
の
に
な

ら
な
い
小
さ
さ
で
あ
り
、
決
し
て
大
字
本
と
は
い
え
な
い
。

　

刊
記
・
序
跋
な
ど
年
代
を
示
す
も
の
は
皆
無
で
あ
り
、
刊
行
時
期
に
つ
い
て
は
、

馬
幼
垣
氏
の
よ
う
に
萬
暦
中
期
以
降
の
「
垃
圾
本
」
と
す
る
見
解
す
ら
あ
る

が
＊
11

、
そ
の
一
方
で
佐
藤
晴
彦
氏
は
、
用
字
法
か
ら
見
て
嘉
靖
頃
の
刊
本
で
あ

る
可
能
性
が
高
い
と
す
る
＊
11

。
荒
木
氏
は
前
掲
論
文
に
お
い
て
、
馬
幼
垣
氏
が

嘉
靖
本
を
萬
暦
刊
と
見
な
す
根
拠
と
し
て
、萬
暦
年
間
の
簡
本
と
同
様
に
「
嫡
派
」

を
「
的
派
」
と
表
記
し
て
い
る
こ
と
を
あ
げ
る
点
に
つ
い
て
、
同
様
の
例
は
元
代

に
刊
行
さ
れ
た
『
前
漢
書
平
話
續
集
』
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
、

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
八
号

七
〇



馬
氏
の
説
は
説
得
力
の
あ
る
も
の
で
は
な
い
と
し
、
基
本
的
に
佐
藤
氏
の
説
に
従

っ
て
お
ら
れ
る
。
筆
者
も
荒
木
氏
に
同
意
見
で
あ
り
、
佐
藤
氏
の
上
げ
ら
れ
る
表

記
の
状
態
、
更
に
字
体
や
版
本
の
形
態
な
ど
か
ら
も
、
確
実
と
は
い
え
な
い
が
、

嘉
靖
頃
の
刊
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
も
の
と
判
断
し
、
本
論
に
お
い
て
も
「
嘉
靖

本
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

　

嘉
靖
本
に
つ
い
て
は
、
も
う
一
点
、
嘉
靖
帝
の
寵
臣
で
あ
っ
た
武
定
侯
郭
勛
が

刊
行
し
た
「
郭
武
定
本
」
が
こ
れ
に
あ
た
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
議
論
も
な
さ

れ
て
き
た
。
郭
勛
は
建
国
の
功
臣
郭
英
の
子
孫
で
、
武
定
侯
（
の
ち
に
翊
國
公
）

の
爵
位
を
持
ち
、
嘉
靖
帝
の
寵
臣
と
し
て
権
力
を
握
っ
た
が
、
や
が
て
帝
の
怒
り

に
触
れ
て
失
脚
し
、
獄
中
で
死
ん
だ
人
物
で
あ
る
。
彼
は
出
版
事
業
を
行
い
、『
雍

煕
樂
府
』『
白
楽
天
文
集
』
な
ど
多
く
の
書
籍
を
刊
行
し
た
が
、
そ
の
中
に
『
水

滸
傳
』
も
含
ま
れ
て
い
た
と
沈
德
符
・
錢
希
言
な
ど
が
述
べ
て
い
る
。
こ
の
い
わ

ゆ
る
郭
武
定
本
『
水
滸
傳
』
の
実
態
が
古
く
か
ら
問
題
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
郭
勛
の
刊
本
に
つ
い
て
は
、
井
口
千
雪
氏
が
詳
細
に
論
じ
て
お
ら
れ
る
の

で
参
照
さ
れ
た
い
＊
11

。

　

現
存
前
半
部
分
の
元
来
の
所
蔵
者
鄭
振
鐸
が
『
水
滸
全
傳
』（
人
民
文
学
出
版

社
一
九
五
四
）
の
「
序
」
に
お
い
て
嘉
靖
本
を
「
明
嘉
靖
間
武
定
侯
郭
勲
刻
本
」

と
し
て
以
来
、
多
く
の
反
論
を
受
け
つ
つ
も
こ
の
説
は
受
け
継
が
れ
て
き
た
が
、

実
は
根
拠
ら
し
い
根
拠
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
易
名
氏
は
「
談
《
水
滸
》
的
“
武

定
板
”」（『
水
滸
争
鳴
』
第
四
輯
〔
長
江
文
藝
出
版
社
一
九
八
五
〕）
に
お
い
て
、

他
の
郭
勛
の
刊
行
物
と
字
体
・
体
裁
が
酷
似
す
る
と
さ
れ
る
が
、
井
口
千
雪
氏
が

集
め
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
郭
勛
の
刊
行
物
と
比
較
す
る
限
り
＊
11

、
字
体
に
特
に

共
通
点
は
認
め
ら
れ
ず
、
体
裁
に
つ
い
て
い
え
ば
、
嘉
靖
本
が
前
述
の
通
り
の
小

型
本
で
あ
る
一
方
で
、
他
の
郭
勛
刊
本
の
匡
郭
は
井
口
氏
の
調
査
に
よ
れ
ば
20
～

24
㎝
×
13
～
15
㎝
と
は
る
か
に
大
型
で
あ
っ
て
、
根
拠
と
は
な
り
え
な
い
も
の
と

思
わ
れ
る
。
も
と
よ
り
、
す
べ
て
の
郭
勛
刊
本
が
同
一
の
体
裁
を
取
っ
て
い
る
と

い
う
保
証
も
な
い
以
上
、
絶
対
に
郭
武
定
板
で
は
な
い
と
言
い
切
る
こ
と
は
で
き

な
い
が
、
そ
の
可
能
性
は
低
い
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

嘉
靖
本
の
本
文
自
体
に
つ
い
て
は
、
前
掲
の
荒
木
達
雄
氏
の
論
文
が
先
行
研
究

と
し
て
は
最
も
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
荒
木
氏
は
嘉
靖
本
と
容
與
堂
本（
北
京
本
）

の
校
勘
を
行
わ
れ
、
両
者
に
は
共
通
の
来
源
と
な
っ
た
「
祖
本
」
が
存
在
し
、
そ

の
祖
本
は
二
十
巻
百
回
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
筆
者

は
荒
木
氏
に
同
意
見
で
あ
る
。
更
に
荒
木
氏
は
、
文
簡
本
を
根
拠
に
、
容
與
堂
本

の
後
印
本
（
内
閣
本
）
も
祖
本
を
参
照
し
て
校
訂
を
施
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ

る
と
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
荒
木
氏
も
断
定
す
る
に
は
至
っ
て
お
ら
れ

ず
、
更
な
る
検
証
の
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
前
提
で
、
こ
こ
で
は
嘉
靖
本
と
容
與
堂
本
・
無
窮
会
本
・
百
二
十
回
本

の
関
係
を
考
え
て
み
た
い
。

　

容
與
堂
本
が
嘉
靖
本
に
、
も
し
く
は
嘉
靖
本
が
容
與
堂
本
に
依
拠
し
て
い
る
可

能
性
が
な
い
こ
と
は
、
荒
木
氏
が
多
く
の
例
証
を
あ
げ
て
論
じ
て
お
ら
れ
る
通
り

で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
嘉
靖
本
に
脱
字
や
誤
り
が
あ
る
ケ
ー
ス
と
、
容
與
堂
本

に
脱
字
や
誤
り
が
あ
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
、
両
者
の
脱
字
が
一
致
し
な
い
以
上
、
あ

る
テ
キ
ス
ト
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
が
出
た
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
荒
木
氏
が
い
わ
れ
る
よ
う
に
、「
共
通
の
祖
本
」
が
存
在
し
た
こ

と
に
な
る
が
、嘉
靖
本
と
容
與
堂
本
と
の
間
に
認
め
ら
れ
る
距
離
か
ら
考
え
れ
ば
、

む
し
ろ
何
段
階
か
の
変
化
を
と
げ
る
過
程
で
、
あ
る
段
階
の
テ
キ
ス
ト
か
ら
「
嘉
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靖
本
」
が
生
ま
れ
、
更
に
そ
れ
を
受
け
て
変
化
し
た
後
の
テ
キ
ス
ト
を
も
と
に
容

與
堂
本
が
作
ら
れ
た
（
も
し
く
は
そ
の
逆
）
可
能
性
の
方
が
高
い
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。

　

各
回
に
お
い
て
嘉
靖
本
が
他
の
ど
の
テ
キ
ス
ト
と
も
異
な
る
独
自
の
本
文
を
持

つ
事
例
の
数
を
後
の
表
１
に
示
す
。
数
値
の
基
準
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
一
文
節
の
中
に
複
数
の
異
同
が
あ
る
場
合
は
一
例
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
す
る
。

②
「
交
」
と
「
敎
」「
叫
」
の
よ
う
な
表
記
の
相
違
に
よ
る
異
同
は
除
外
す
る
が
、

「
縱
」
と
「
從
」
の
よ
う
な
異
な
る
意
味
に
な
り
う
る
も
の
は
数
に
含
め
る
。

③
他
本
に
あ
る
語
が
嘉
靖
本
に
は
な
い
場
合
も
一
例
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
す
る
。

④
嘉
靖
本
が
容
與
堂
本
（
北
京
本
）・
無
窮
会
本
・
百
二
十
回
本
の
す
べ
て
と
異

な
る
場
合
で
も
、
容
與
堂
本
（
内
閣
本
・
天
理
本
）
や
鍾
伯
敬
批
評
四
知
館
本
と

は
合
致
す
る
場
合
に
は
カ
ウ
ン
ト
し
な
い
。

　

①
～
③
に
つ
い
て
の
凡
例
と
し
て
、
第
五
十
五
回
３
ａ
の
事
例
を
示
す
。

嘉　
　
　
　
　
　
：
上
首
軍
師
吳
學
究
、
下
首
公
孫
勝
衆
頭
領
、
各
與
柴
進
賀
喜
、

毎
日
間
吃
筵
宴

容
・
無
・
神
・
金
：
上
首
軍
師
吳
用
、
下
首
法
師
公
孫
勝
、
并
衆
頭
領
、
各
與
柴

進
賀
喜
、
終
日
筵
宴
。

　

嘉
靖
本
が
独
自
の
本
文
を
持
つ
「
學
究
」「
間
吃
」
に
加
え
て
、
他
本
に
あ
っ

て
嘉
靖
本
に
な
い
「
法
師
」「
并
」
も
異
同
に
含
め
、
異
同
は
四
箇
所
と
な
る
。

　

④
の
凡
例
と
し
て
、
第
四
十
九
回
17
ａ
の
例
を
示
す
。

嘉
・
天
・
四
：
地
煞
風
雲
際
會
時
。

北
・
内　
　

：
地
煞
風
雲
際
會
已
。

無
・
神
・
金
：　
　

欠

　

嘉
靖
本
と
容
與
堂
本
（
北
京
本
）
は
異
な
り
、
無
窮
会
本
・
百
二
十
回
本
・
金

聖
歎
本
に
は
こ
の
句
が
な
い
た
め
、
嘉
靖
本
独
自
の
本
文
と
見
え
る
が
、
実
は
容

與
堂
本
で
も
天
理
本
で
は
嘉
靖
本
と
同
じ
く
「
時
」、
鍾
伯
敬
批
評
四
知
館
本
も

「
時
」
で
あ
る
た
め
（
内
閣
本
は
「
已
」）、
こ
こ
で
は
数
に
は
含
め
て
い
な
い
。

表
１　

嘉
靖
本
が
独
自
の
本
文
を
持
つ
異
同
の
事
例
数

47
回

48
回

49
回

50
回

51
回

52
回

53
回

54
回

事
例
数

22

10

14

8

13

10

20

115

�　

荒
木
氏
も
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
嘉
靖
本
は
他
の
諸
本
に
比
べ
て
ミ

ス
の
多
い
テ
キ
ス
ト
で
あ
り
、
こ
れ
ら
嘉
靖
本
独
自
の
本
文
の
中
に
は
、
単
純
ミ

ス
に
由
来
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
事
例
も
多
く
含
ま
れ
る
。
例
え
ば
、
第
五
十
二

回
８
ｂ
に
お
い
て
、
他
の
諸
本
が
「
説
言
未
絶
」
と
す
る
箇
所
が
、
嘉
靖
本
で
は

「
説
官
未
絶
」
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
明
ら
か
に
嘉
靖
本
の
ミ
ス
で
あ
り
、
基
づ

い
た
テ
キ
ス
ト
の
字
が
不
鮮
明
だ
っ
た
た
め
、「
言
」
を
似
た
字
形
の
「
官
」
に

し
て
し
ま
っ
た
も
の
と
考
え
て
差
し
支
え
あ
る
ま
い
。
ま
た
、
第
四
十
七
回
13
ｂ

に
お
い
て
、
他
の
諸
本
が
「
石
秀
看
了
只
暗
暗
地
叫
苦
」
と
す
る
箇
所
が
、
嘉
靖

本
で
は
「
石
秀
看
了
人
暗
暗
地
叫
苦
」
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
一
見
不
可
解
に
思
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え
る
が
、『
元
刊
雑
劇
三
十
種
』
な
ど
に
お
い
て
し
ば
し
ば
「
人
」
と
い
う
字
が
、

確
定
で
き
な
い
文
字
を
示
す
い
わ
ゆ
る
ゲ
タ
字
の
役
割
で
用
い
ら
れ
て
い
る
点
か

ら
考
え
て
、
依
拠
し
た
テ
キ
ス
ト
の
文
字
を
読
み
取
れ
な
い
た
め
、
仮
に
「
人
」

を
入
れ
た
ま
ま
修
正
し
忘
れ
た
結
果
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。

　

一
方
、
容
與
堂
本
が
誤
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
第
四
十
七
回

９
ｂ
に
は
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

嘉　
　
　
　
　
　

：
寧
可
斬
了
小
弟
、
不
可
絶
了
賢
路
。

容
・
無
・
神
・
金
：
寧
乃
斬
了
小
弟
、
不
可
絶
了
賢
路
。

　

こ
こ
は
、
通
常
で
あ
れ
ば
「
寧
可
」
の
方
が
普
通
で
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
『
水

滸
傳
』
に
は
こ
こ
以
外
に
「
寧
乃
」
と
い
う
語
の
例
は
な
い
。
こ
こ
は
、
お
そ
ら

く
嘉
靖
本
の
方
が
正
し
い
字
を
伝
え
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
例
は
、
嘉

靖
本
・
容
與
堂
本
に
共
通
す
る
祖
本
が
「
寧
可
」
で
あ
っ
た
の
を
、容
與
堂
本
（
も

し
く
は
そ
の
原
型
）
が
「
寧
乃
」
と
誤
り
、
そ
れ
を
直
接
に
か
間
接
に
か
他
の
諸

本
が
踏
襲
し
た
と
い
う
こ
と
で
説
明
可
能
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
容
與
堂
本
が
意
図
的
に
改
変
し
た
可
能
性
が
高
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

例
え
ば
、
第
五
十
三
回
５
ａ
の
事
例
。

嘉　
　
　
　
　
　

：
取
出
幾
百
錢
紙
燒
送
了
。

容
・
無
・
神
・
金
：
取
出
幾
陌
紙
錢
燒
送
了
。

同
じ
く
第
五
十
三
回
９
ａ
の
事
例
。

嘉　
　
　
　
　
　

：
小
可
姓
戴
名
宗
、
從
山
東
來
。

容
・
無
・
神
・
金
：
小
可
姓
戴
名
宗
、
從
山
東
到
此
。

　

こ
れ
ら
は
、
と
も
に
意
味
上
は
問
題
な
く
、
ど
ち
ら
が
誤
り
と
も
言
い
難
い
。

そ
し
て
、
古
い
本
文
を
伝
え
る
可
能
性
が
あ
る
文
簡
本
に
つ
い
て
い
え
ば
＊
11

、

前
者
は
志
傳
評
林
・
英
雄
譜
は
「
燒
了
錢
紙
」（
劉
興
我
本
は
「
紙
錢
」）、
後
者

は
志
傳
評
林
が
「
從
山
東
來
」、劉
興
我
本
・
英
雄
譜
が
「
從
山
東
到
此
」
で
あ
り
、

三
種
の
簡
本
の
中
で
は
志
傳
評
林
の
刊
行
時
期
が
最
も
早
い
点
か
ら
考
え
て
、
嘉

靖
本
が
古
い
本
文
を
伝
え
、
容
與
堂
本
以
下
は
そ
れ
に
手
を
加
え
た
結
果
、
異
同

が
生
じ
た
可
能
性
が
高
い
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
改
変
の
理
由
は
、
お
そ
ら
く
前

者
は
「
錢
紙
」
よ
り
「
紙
錢
」
の
方
が
一
般
に
広
く
用
い
ら
れ
る
語
で
あ
る
こ
と

（
こ
れ
は
文
言
・
白
話
に
共
通
す
る
事
実
で
あ
り
、『
四
庫
全
書
』
に
は
「
紙
錢
」

の
用
例
が
900
以
上
あ
る
一
方
で
、「
錢
紙
」
は
10
例
前
後
し
か
認
め
ら
れ
な
い
。

ま
た
白
話
文
学
で
も
「
錢
紙
」
は
『
金
瓶
梅
』『
醒
世
姻
縁
傳
』
な
ど
に
数
例
認

め
ら
れ
る
の
が
目
立
つ
程
度
で
あ
る
）
か
ら
考
え
て
、
よ
り
一
般
的
な
言
葉
に
置

き
換
え
よ
う
と
し
た
た
め
、
後
者
は
二
音
節
リ
ズ
ム
に
向
か
う
と
い
う
一
般
的
な

白
話
文
の
傾
向
に
即
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

��
先
の
表
で
も
明
ら
か
な
通
り
、
嘉
靖
本
の
異
同
に
は
偏
り
が
あ
り
、
第
五
十
五

回
に
突
出
し
て
多
く
の
異
同
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
第
五
十
五
回
に
は
、
意
図
的

な
改
変
の
事
例
が
集
中
的
に
認
め
ら
れ
る
。
115
例
の
う
ち
、
嘉
靖
本
の
ミ
ス
と
考

え
ら
れ
る
の
は
11
例
に
過
ぎ
な
い
。と
も
に
１
ｂ
に
見
え
る
次
の
よ
う
な
事
例
は
、

嘉
靖
本
の
ミ
ス
に
由
来
す
る
も
の
と
は
考
え
に
く
い
。

『
水
滸
傳
』
諸
本
考
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嘉　
　
　
　
　
　

：
星
夜
徃
陳
州
頴
州
。

容
・
無
・
神
・
金
：
星
夜
徃
陳
頴
二
州
。

嘉　
　
　
　
　
　

：
逕
來
殿
帥
府
拜
見
了
太
尉
并
呼
延
灼

容
・
無
・
神
・
金
：
逕
來
殿
帥
府
參
見
了
太
尉
并
呼
延
灼
。

　

こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
意
味
に
は
差
が
な
く
、
書
き
換
え
る
必
要
が
あ
る
た
め

に
生
じ
た
異
同
と
は
考
え
に
く
い
。
ま
た
、
意
味
上
問
題
が
な
い
以
上
、
嘉
靖
本

も
し
く
は
容
與
堂
本
の
ミ
ス
ゆ
え
に
異
同
が
生
じ
た
と
も
思
え
な
い
。
つ
ま
り
こ

の
部
分
に
つ
い
て
い
え
ば
、
嘉
靖
本
と
そ
の
他
の
版
本
は
、
同
一
内
容
だ
が
文
面

を
異
に
す
る
テ
キ
ス
ト
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
編
集
者
が
読
み
や
す
さ
を
ね
ら

っ
て
、
ど
ち
ら
か
を
書
き
換
え
て
も
う
一
方
の
形
に
し
た
結
果
と
考
え
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。
で
は
、
ど
ち
ら
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
近
い
の
か
。
２
ａ
の
例
を
見
て
み
よ

う
。

嘉　
　
　
　
　
　

：
旣
是
如
此
言
説
持
你
三
人
可
就
京
師
申
藏
庫
内
、不
拘
數
目
、

任
意
揀
選
衣
甲
盔
刀
、
関
領
前
去
。
務
要
軍
兵
整
齊
、
好
與
對
敵
。
出
師
之
日
、

我
自
差
官
來
點
示
。

容
・
無
・
神
・
金
：
旣
是
如
此
説
時
、
你
三
人
可
就
京
師
甲
仗
庫
内
、
不
拘
數
目
、

任
意
選
揀
衣
甲
盔
刀
、
関
領
前
去
。
務
要
軍
馬
整
齊
、
好
與
對
敵
。
出
師
之
日
、

我
自
差
官
來
點
視
。（「
関
」
は
無
以
下
は
「
關
」）

　

一
文
の
中
に
多
く
の
異
同
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
、「
持
」
は
「
時
」
の

誤
り
と
見
て
よ
い
。「
言
説
」
は
、
動
詞
と
し
て
用
い
る
事
例
は
、
敦
煌
變
文
「
捉

季
布
傳
文
」（P3697

）
や
『
三
國
志
平
話
』
巻
下
に
は
認
め
ら
れ
る
が
、
明
代

に
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。「
申
藏
庫
」
に
つ
い
て
は
、「
中
藏
」

の
誤
り
か
と
思
わ
れ
る
。「
中
藏
」
は
後
漢
に
宦
官
が
管
轄
す
る
官
庁
の
中
に
「
中

藏
府
」
が
あ
っ
た
よ
う
に
（『
後
漢
書
』
志
巻
二
十
六
「
百
官
志
三
」）、
皇
帝
の

財
産
を
示
す
語
だ
が
、「
中
藏
庫
」
と
い
う
語
は
他
に
見
出
し
が
た
い
。
一
方
「
甲

仗
庫
」
は
、
特
に
宋
代
に
は
ご
く
普
通
の
名
称
で
あ
っ
た
。「
點
示
」
も
用
例
が

ご
く
少
な
い
の
に
対
し
、「
點
視
」
は
『
宋
史
』
巻
一
百
九
十
五
「
兵
志
九
」
に
「
帥

府
其
嚴
責
守
兵
勤
兵
歸
營
、
訓
練
精
熟
、
以
備
點
視
（
司
令
部
は
守
備
兵
を
厳
し

く
監
督
し
て
兵
事
に
勤
め
駐
屯
地
に
帰
ら
せ
、よ
く
訓
練
し
て
、視
察
に
備
え
よ
）」

と
あ
る
よ
う
に
、
宋
代
に
は
や
は
り
ご
く
普
通
の
言
葉
で
あ
っ
た
。

　

以
上
の
点
か
ら
す
る
と
、
一
見
嘉
靖
本
が
誤
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、「
中

藏
庫
」「
點
示
」
で
は
意
味
が
通
ら
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
と
す
れ
ば
、

容
與
堂
本
の
よ
う
な
通
常
の
語
彙
を
、
わ
ざ
わ
ざ
嘉
靖
本
の
よ
う
な
特
殊
な
語
彙

に
改
め
る
必
要
が
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
嘉
靖
本
の
本
文
が
原
型
に
近
く
、

容
與
堂
本
以
下
の
諸
本
は
そ
れ
を
わ
か
り
や
す
く
改
め
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が

高
い
も
の
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。

　

そ
し
て
、
嘉
靖
本
と
他
本
と
の
間
に
は
、
語
彙
・
表
記
・
文
法
の
各
方
面
に
お

い
て
、
明
ら
か
な
組
織
的
改
変
の
形
跡
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
ず
語
彙
に

つ
い
て
、
９
ａ
の
典
型
的
事
例
を
あ
げ
よ
う
。

嘉　
　
　
　

：
那
連
環
馬
只
赶
至
水
邉
。
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容　
　
　
　

：
那
連
環
馬
直
赴
到
水
邉
。

無
・
神
・
金
：
那
連
環
馬
直
趕
到
水
邉
。

　

嘉
靖
本
の
「
只
」
が
他
本
で
は
「
直
」、「
至
」
が
他
本
で
は
「
到
」
に
な
っ
て

い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
こ
れ
は
、
一
見
す
る
と
前
者
は
音
、
後
者
は
字
形
が

近
い
た
め
に
生
じ
た
混
乱
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
実
は
第
五
十
五
回
に
関

し
て
い
え
ば
、
嘉
靖
本
に
お
け
る
「
只
」
と
「
至
」
は
、
他
本
で
は
原
則
と
し
て

「
直
」「
到
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
は
ミ
ス
な
ど
に
よ
り
偶

然
生
じ
た
異
同
で
は
な
く
、組
織
的
な
書
き
換
え
の
結
果
で
あ
る
こ
と
に
な
る（
な

お
、
容
與
堂
本
が
「
赴
」
と
し
て
い
る
の
は
、
単
純
な
誤
字
と
考
え
て
よ
い
で
あ

ろ
う
。『
水
滸
傳
』
に
お
い
て
は
、「
赴
」
は
一
般
に
泳
ぐ
こ
と
を
意
味
す
る
語
と

し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
連
環
馬
が
泳
い
で
い
っ
た
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
う
）。

　

同
様
の
こ
と
は
、「
兵
」「
二
人
（
兩
人
）」「
人
馬
」「
計
議
」
に
つ
い
て
も
い

え
る
。
こ
れ
ら
の
語
は
、
嘉
靖
本
以
外
の
テ
キ
ス
ト
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
軍
」「
兩

箇
（
個
）」「
軍
馬
」「
商
議
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
「
只
」「
二
人
」「
至
」「
計
議
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
が
い
ず
れ
も
文
言
で
も

用
い
ら
れ
る
語
で
あ
る
点
が
注
意
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、『
水
滸
傳
』
の
本
文
が
書

き
換
え
ら
れ
て
い
く
過
程
で
、
よ
り
口
語
に
近
い
文
体
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
、
文
言
語
彙
を
口
頭
語
に
差
し
替
え
る
加
工
が
施
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。「
兵
」
を
「
軍
」
と
す
る
の
は
、
文
意
を
明
快
に
す
る
た
め
、

個
人
と
し
て
の
「
兵
」
と
集
団
と
し
て
の
「
軍
」
を
区
別
し
よ
う
と
す
る
動
き
が

あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。「
人
馬
」
と
「
軍
馬
」
に
つ
い
て
は
、
と

も
に
通
常
の
語
で
あ
り
、
書
き
換
え
が
行
わ
れ
た
理
由
が
は
っ
き
り
し
な
い
が
、

「
二
人
」
が
書
き
換
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、「
人
」
と
い
う
語
の
使
用

を
避
け
る
動
き
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
前
述
の
文

言
語
彙
の
回
避
以
外
に
、
前
述
の
通
り
「
人
」
は
置
き
字
と
し
て
し
ば
し
ば
用
い

ら
れ
る
た
め
、
使
用
を
避
け
た
と
い
う
事
情
も
想
定
可
能
で
あ
る
。

　

表
記
の
面
で
は
、後
述
す
るjiao

の
ほ
か
、嘉
靖
本
の
「
從
」
が
他
本
で
は
「
縱
」

と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
嘉
靖
本
で
は
通
常
「
縱
馬
」
と
す
る
と
こ

ろ
を
す
べ
て
「
從
馬
」
と
す
る
ほ
か
、
10
ａ
で
「
隨
軍
從
有
能
戰
者
、
奈
縁
無
路

可
施
展
也
（
た
と
え
戦
い
に
長
け
た
者
が
い
た
と
し
て
も
、
残
念
な
が
ら
発
揮
す

る
手
だ
て
が
な
い
）」
と
、
や
は
り
通
常
「
縱
」
と
表
記
す
べ
き
と
こ
ろ
を
「
從
」

と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
嘉
靖
本
は
「
從
」
と
「
縱
」
を
区
別
す
る
前
の
段
階
の

本
文
を
持
っ
て
お
り
、
他
の
テ
キ
ス
ト
は
そ
れ
を
書
き
分
け
る
方
向
に
進
ん
だ
後

の
姿
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

文
法
的
な
方
面
で
も
組
織
的
書
き
換
え
が
認
め
ら
れ
る
。
嘉
靖
本
で
「
了
」
を

含
む
文
の
多
く
が
、
他
本
で
は
書
き
換
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
５
ｂ
に
見
え

る
二
例
を
あ
げ
よ
う
。

嘉　
　
　
　
　
　

：
兩
人
交
了
二
十
餘
合
、
一
丈
青
把
雙
刀
分
開
、
回
馬
便
去
。

容
・
無
・
神
・
金
：
兩
個
闘
到
二
十
餘
合
、
一
丈
青
把
雙
刀
分
開
、
回
馬
便
走
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（「
兩
個
」
は
容
以
外
は
「
兩
箇
」。
以
下
同
じ
）

嘉　
　
　
　
　
　

：
二
人
闘
了
十
合
之
上
。

容
・
無
・
神
・
金
：
兩
個
闘
到
十
合
之
上
。
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も
う
一
つ
、
６
ｂ
の
例
で
あ
る
。

嘉　
　
　
　
　
　

：
二
人
在
陣
前
左
磐
右
旋
、
闘
了
三
十
餘
合
、
不
分
勝
敗
。

容
・
無
・
神
・
金
：
兩
個
在
陣
前
左
盤
右
旋
、
闘
到
三
十
餘
合
、
不
分
勝
敗
。

　

こ
の
よ
う
に
列
挙
し
て
み
れ
ば
、
こ
れ
が
意
図
的
な
改
変
で
あ
る
こ
と
は
明
ら

か
に
見
て
取
れ
る
。「
了
」
に
つ
い
て
は
、
嘉
靖
本
以
外
の
諸
本
の
間
で
も
し
ば

し
ば
異
同
が
あ
り
、
白
話
文
が
書
記
言
語
と
し
て
確
立
し
て
い
く
過
程
で
、
こ
の

語
の
用
法
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
試
行
錯
誤
が
な
さ
れ
た
形
跡
が
認
め
ら
れ
る
。

こ
こ
で
「
了
」
が
削
除
さ
れ
て
い
く
の
は
、
過
去
完
了
の
動
作
に
つ
い
て
「
了
」

を
濫
用
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
初
期
の
文
章
を
修
正
し
た
結
果
で
あ
る
可
能
性
が
高

い
。

　

以
上
の
諸
点
か
ら
考
え
て
、
嘉
靖
本
は
他
の
テ
キ
ス
ト
よ
り
古
い
本
文
を
あ
る

程
度
維
持
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
佐
藤
氏
の
言
わ
れ
る
表
記
の

状
況
と
も
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
。
嘉
靖
本
の
表
記
に
お
い
て
特
に
興
味
深
い
の

は
、「
交
」の
用
法
で
あ
る
。jiao

の
表
記
と
し
て
嘉
靖
本
で
使
用
さ
れ
て
い
る「
交
」

は
、
佐
藤
氏
が
言
わ
れ
る
通
り
、『
元
刊
雑
劇
三
十
種
』『
元
典
章
』『
全
相
平
話
』

な
ど
で
頻
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
明
代
に
お
い
て
は
『
成
化
説
唱
詞
話
』
の
よ

う
な
、
お
そ
ら
く
元
代
の
表
記
を
残
す
部
分
が
多
い
も
の
と
推
定
さ
れ
る
テ
キ
ス

ト
に
特
徴
的
に
認
め
ら
れ
る
。
従
っ
て
、明
代
に
成
立
し
た
テ
キ
ス
ト
の
中
で
も
、

例
え
ば
『
三
國
志
演
義
』
の
葉
逢
春
本
の
よ
う
に
「
交
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
版

本
は
、
古
い
本
文
を
残
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
に
な
る
＊
11

。

　

以
上
の
点
か
ら
考
え
て
、
嘉
靖
本
で
「
交
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
事
実

は
、
古
い
本
文
を
伝
え
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。
と
こ
ろ
が
、

嘉
靖
本
に
お
け
る
「
交
」
の
用
法
に
は
、
そ
れ
以
上
の
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
の
で

あ
る
。

　

第
五
十
三
回
15
ａ
に
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。
幽
州
の
馬
知
府
が
、
突
然
空
か

ら
落
ち
て
き
た
李
逵
を
引
っ
立
て
さ
せ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

嘉　
　
　
　
　
　

：
馬
知
府
見
了
交
衜
、
且
拿
這
厮
過
來
。

容
・
無
・
神
・
金
：
馬
知
府
見
了
叫
衜
、
且
拿
這
厮
過
來
。

　

こ
れ
は
、
馬
知
府
が
命
じ
る
言
葉
を
直
接
話
法
で
述
べ
る
直
前
に
置
か
れ
て
い

る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
当
然
呼
び
か
け
る
と
い
う
意
味
の
「
叫
」
で
表
記
す
べ
き

と
こ
ろ
で
あ
る
。使
役
で
は
あ
り
え
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。そ
れ
を「
交
」

で
表
記
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
嘉
靖
本
は
「
叫
」「
敎
」
と
表
記
さ
れ
る
語

に
つ
い
て
は
区
別
な
く
「
交
」
と
表
記
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
嘉
靖
本

は
、jiao

に
つ
い
て
は
書
き
分
け
を
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
意
識
自
体
あ
ま
り

持
っ
て
い
な
い
、
白
話
文
と
し
て
は
か
な
り
原
始
的
な
用
字
意
識
で
表
記
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
嘉
靖
本
と
容
與
堂
本
・

無
窮
会
本
・
百
二
十
回
本
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
る
上
で
問
題
に
な
っ
て
く
る
。

　

以
上
の
事
実
か
ら
考
え
て
、
嘉
靖
本
は
容
與
堂
本
よ
り
古
い
段
階
の
本
文
を
残

し
て
い
る
と
見
て
よ
い
。
と
す
れ
ば
、
嘉
靖
本
と
容
與
堂
本
が
同
一
の
祖
本
か
ら

出
て
い
る
と
い
う
荒
木
氏
の
説
は
誤
り
で
は
な
い
が
、
同
一
の
祖
本
か
ら
直
接
に

出
た
の
で
は
な
く
、
嘉
靖
本
は
祖
本
か
ら
の
距
離
が
よ
り
近
い
、
言
い
換
え
れ
ば

京
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祖
本
の
本
文
を
比
較
的
忠
実
に
受
け
継
い
だ
テ
キ
ス
ト
で
あ
り
、
容
與
堂
本
は
祖

本
を
か
な
り
改
変
し
た
テ
キ
ス
ト
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
も
と
よ
り
現

存
す
る
容
與
堂
本
は
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
北
京
本
・
内
閣
本
は
後
印
本
、
天

理
本
は
覆
刻
本
で
あ
り
、
こ
こ
で
い
う
改
変
が
容
與
堂
原
本
成
立
時
に
加
え
ら
れ

た
の
か
、
そ
れ
と
も
容
與
堂
原
本
が
基
づ
い
た
テ
キ
ス
ト
の
段
階
で
加
え
ら
れ
た

の
か
は
、
こ
こ
ま
で
の
と
こ
ろ
で
は
ま
だ
不
明
で
あ
る
。
た
だ
、
祖
本
か
ら
容
與

堂
本
に
至
る
ま
で
に
、
複
数
の
段
階
が
存
在
し
た
こ
と
は
確
か
と
い
え
よ
う
。

　

そ
し
て
、
異
同
が
特
に
第
五
十
五
回
に
集
中
し
、
他
の
部
分
に
は
こ
れ
ほ
ど
大

き
な
違
い
が
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
次
の
二
つ
に
う
ち
い
ず
れ
か
に
起

因
す
る
に
違
い
な
い
。

①
祖
本
に
対
す
る
改
変
が
む
ら
の
あ
る
や
り
方
で
行
わ
れ
た
。

②
祖
本
自
体
の
使
用
語
彙
に
部
位
に
よ
る
落
差
が
あ
り
、
嘉
靖
本
が
祖
本
の
状
態

を
そ
の
ま
ま
保
存
し
て
い
る
の
に
対
し
、
他
本
は
こ
の
部
分
に
修
正
を
加
え
て
統

一
を
図
っ
た
。

　

こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、「
兩
個
（
箇
）」
と
「
二
人
」
の
分
布
状
況
で
あ
る
。

次
に
示
す
の
は
、
容
與
堂
本
に
お
け
る
「
二
人
」
の
使
用
状
況
で
あ
る
。

表
２

回
数
用
例
数
定
型
表
現

兩
個
に
隣
接

そ
の
他

2

14

11

3

母
子
４
・
子
母
７

3

1

1

0

子
父
１

4

2

2

0

子
父
１
・
父
子
１

6

5

5

す
べ
て
第
９
葉

7

3

1

2

２
は
高
俅
の
言
葉

8

4

3

1

0

董
薛
３

9

4

4

0

董
薛
４
（
１
は
単
独
）

10

1

1

0

夫
妻

11

1

1

12

1

1

文
言
調
（
萬
夫
不
当
）

13

3

3

文
言
調
（
闘
武
）

22

3

3

0

父
子
・
弟
兄
・
朱
雷

24

1

1

文
言
調
（
雲
雨
）

25

2

2

１
は
詩

26

1

1

31

4

4

検
死
報
告
２
・
夫
妻
２

32

2

1

弟
兄

33

1

1

丁
重
な
口
調
（
我
二
人
）

37

2

2

弟
兄
（
１
は
単
独
）

42

2

2

父
子
２

43

1

1

二
人
勝
敗
如
何

44

3

1

1

1

晁
宋

45

1

1

47

1

1

49

7

2

5

子
父
１
、
夫
婦
１

51

1

1

夫
婦
１

53

8

8

１
は
詩

54

1

1

57

1

1

夫
妻
１

58

3

1

2

夫
妻
１

59

1

1

60

1

1

61

2

1

1

吳
用
李
逵

62

1

1

63

5

5

１
は
没
頭
帖
子

64

2

2

65

3

1

父
子
１

66

2

2

67

5

5

68

1

1

69

1

1

70

2

2

　

容
與
堂
本
に
つ
い
て
検
証
す
る
と
、
全
体
的
に
「
二
人
」
の
使
用
例
は
そ
れ
ほ

『
水
滸
傳
』
諸
本
考

七
七



ど
多
い
と
は
い
え
ず
、
第
二
回
に
見
ら
れ
る
「
母
子
（
子
母
）
二
人
」、
第
三
・

四
回
に
見
ら
れ
る
「
父
子
（
子
父
）
二
人
」
の
よ
う
な
定
型
表
現
や
、
董
超
・
薛

覇
を
ま
と
め
て
「
董
薛
二
人
」
と
い
う
よ
う
な
や
は
り
固
定
し
た
言
い
回
し
が
多

く
を
占
め
る
。
こ
う
し
た
定
型
的
パ
タ
ー
ン
以
外
の
も
の
で
も
、「
二
人
」
と
同

義
の
「
兩
個
（
箇
）」
と
隣
接
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
例
が
か
な
り
あ
り
、
こ
れ

は
「
兩
個
（
箇
）」
を
二
度
繰
り
返
す
こ
と
を
嫌
っ
て
、
一
方
を
「
二
人
」
に
書

き
換
え
た
結
果
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
文
言
調
の
部
分
や
、
高
俅
の
よ
う

に
身
分
が
高
く
重
々
し
い
調
子
で
発
言
す
る
人
物
の
セ
リ
フ
も
多
く
、
こ
れ
ら
の

箇
所
で
は
、
文
言
語
彙
で
あ
る
「
二
人
」
が
用
い
ら
れ
る
べ
く
し
て
用
い
ら
れ
て

い
る
と
い
え
よ
う
。

　

以
上
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
も
の
以
外
は
、
ほ
ぼ
例
外
的
と
い
っ
て
い
い
数
に

と
ど
ま
り
、
た
と
え
ば
第
六
回
の
第
九
葉
に
５
例
が
集
中
し
て
い
る
よ
う
に
、
そ

の
部
分
の
現
行
テ
キ
ス
ト
の
執
筆
者
も
し
く
は
版
下
書
き
の
癖
に
よ
る
も
の
で
あ

る
可
能
性
が
高
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
第
四
十
九
回
と
第
五
十
三
回
に
お
い
て
は
状
況
が
異
な
る
。
第
四

十
九
回
は
、「
子
父
二
人
」「
夫
婦
二
人
」
と
い
う
定
型
表
現
以
外
に
、５
例
の
「
二

人
」
が
あ
り
、第
五
十
三
回
は
、詩
の
中
に
見
え
る
一
例
を
除
い
て
も
７
例
の
「
二

人
」
が
認
め
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
第
五
十
五
回
に
先
立
つ
く
だ
り
に
お
い
て
は
、

例
外
的
に
「
二
人
」
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、

第
五
十
五
回
に
お
い
て
は
、
容
與
堂
本
で
は
「
兩
個
」
11
例
に
対
し
て
「
二
人
」

は
一
例
も
な
い
が
、
嘉
靖
本
で
は
11
の
う
ち
３
例
が
「
二
人
」、
１
例
が
「
兩
人
」

と
な
っ
て
い
る
。
前
か
ら
の
流
れ
か
ら
考
え
て
、
こ
れ
は
嘉
靖
本
が
独
自
に
「
二

人
」
と
し
た
の
で
は
な
く
、
こ
の
部
分
に
元
来
「
二
人
」
が
使
用
さ
れ
て
い
た
も

の
を
、
容
與
堂
本
も
し
く
は
そ
の
祖
本
の
段
階
で
「
兩
個
」
に
書
き
換
え
た
可
能

性
の
方
が
高
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

嘉
靖
本
の
「
只
逩
」「
只
赶
」「
只
往
」
な
ど
が
他
本
で
は
「
直
逩
（
奔
）」「
直

赶
（
趕
）」「
直
往
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
前
述
し
た
通
り
だ
が
、
こ
の
「
只
」

か
ら
「
直
」
へ
の
書
き
換
え
も
、
第
五
十
五
回
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
組
織
的
に

行
わ
れ
て
い
る
一
方
で
、
他
の
回
に
は
こ
う
し
た
書
き
換
え
の
事
例
は
認
め
ら
れ

な
い
。
そ
し
て
こ
れ
以
降
、
一
般
に
こ
う
し
た
「
ま
っ
す
ぐ
行
く
」
と
い
う
ニ
ュ

ア
ン
ス
の
場
合
に
は
「
直
」
を
用
い
る
方
が
一
般
的
に
な
っ
て
い
く
こ
と
か
ら
見

て
、「
直
」
を
「
只
」
に
改
め
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
も
嘉

靖
本
は
よ
り
古
い
表
記
を
留
め
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。

　

以
上
の
点
か
ら
考
え
て
、
嘉
靖
本
第
五
十
五
回
は
、
他
の
回
と
は
異
質
な
古
い

本
文
を
と
ど
め
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ミ
ス
に
由
来
す
る
と
は
思
え
な
い
異

同
が
こ
の
回
に
他
に
も
多
数
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
そ
れ
を
示
し
て
い
よ
う
。
つ

ま
り
、祖
本
か
ら
の
書
き
換
え
は
一
度
に
行
わ
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

嘉
靖
本
は
、
ま
だ
第
五
十
五
回
の
よ
う
に
未
整
理
の
部
分
を
含
む
段
階
の
テ
キ
ス

ト
、
容
與
堂
本
は
、
更
に
手
を
加
え
て
か
な
り
均
質
な
本
文
を
持
つ
よ
う
に
な
っ

た
テ
キ
ス
ト
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

荒
木
氏
の
論
考
と
以
上
の
考
察
と
で
嘉
靖
本
の
性
格
は
か
な
り
明
ら
か
に
な
っ

た
。
こ
の
テ
キ
ス
ト
が
嘉
靖
頃
の
刊
行
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
何
者
か
が
原
本
に
こ

の
段
階
で
か
な
り
の
整
理
を
加
え
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。井
口
千
雪
氏
が『
三

國
志
演
義
』
の
書
き
換
え
に
武
定
侯
郭
勛
が
深
く
関
わ
っ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と

を
示
唆
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
を
鑑
み
る
と
＊
11

、
古
く
か
ら
『
水
滸
傳
』
現
行
テ

キ
ス
ト
の
成
立
に
当
た
っ
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
と
さ
れ
つ
つ
、
そ
の
実
態
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が
定
か
で
は
な
か
っ
た
郭
勛
も
し
く
は
そ
の
周
辺
の
人
物
が
整
理
を
行
っ
た
と
見

る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
が
、も
と
よ
り
確
か
な
こ
と
は
知
る
よ
し
も
な
い
。
た
だ
、

嘉
靖
年
間
に
知
識
人
の
間
に
『
水
滸
傳
』
が
拡
散
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
を
推
進

す
る
だ
け
の
能
力
、
つ
ま
り
『
水
滸
傳
』
テ
キ
ス
ト
を
刊
行
し
、
知
識
人
の
間
に

広
め
る
こ
と
が
で
き
る
人
物
が
必
要
だ
っ
た
こ
と
、
本
文
中
で
執
拗
に
繰
り
返
さ

れ
る
文
官
批
判
が
、
武
官
と
し
て
し
ば
し
ば
文
官
と
衝
突
し
て
い
た
郭
勛
の
立
場

を
主
張
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
た
だ
、

嘉
靖
本
自
体
は
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
「
郭
武
定
本
」
と
は
見
な
し
が
た
い
。
確

か
な
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
が
、
比
較
的
美
し
い
版
面
を
持
つ
こ
と
、
版
型
が
小
さ

い
こ
と
、
ミ
ス
が
目
立
つ
こ
と
か
ら
考
え
て
、「
郭
武
定
本
」
が
流
行
し
た
こ
と

を
受
け
て
、
士
大
夫
向
け
の
書
坊
が
携
帯
に
便
利
な
形
に
よ
り
営
利
目
的
で
刊
行

し
た
本
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　

五
、
嘉
靖
本
と
容
與
堂
本
・
無
窮
会
本
・
百
二
十
回
本

　

こ
こ
で
、
第
三
章
の
最
後
で
ふ
れ
た
疑
問
に
帰
る
こ
と
に
し
よ
う
。
百
二
十
回

本
は
無
窮
会
本
の
祖
本
に
基
づ
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。
で
は
、
無
窮
会
本
の
祖
本

は
、
容
與
堂
本
に
基
づ
い
て
作
ら
れ
た
の
か
。
三
本
を
比
較
す
る
限
り
で
は
そ
の

よ
う
に
見
え
る
が
、
嘉
靖
本
を
加
え
る
と
様
相
は
一
変
す
る
。　

ま
ず
嘉
靖
本
が

存
在
す
る
最
初
の
部
分
に
あ
た
る
第
四
十
七
回
２
ａ
の
例
を
あ
げ
よ
う
。

嘉
・
無
・
神
・
金
：
筭
來
總
有
一
二
萬
軍
馬
人
家
。（「
筭
」、
金
は
「
算
」）

容　
　
　
　
　
　

：
筭
來
總
有
一
二
萬
軍
馬
人
等
。

　

こ
れ
だ
け
で
あ
れ
ば
た
ま
た
ま
嘉
靖
本
と
無
窮
会
本
以
下
の
諸
本
が
一
致
し
た

だ
け
と
も
見
え
る
が
、
同
様
の
事
例
は
第
四
十
七
回
に
14
、
第
四
十
八
回
に
５
、

第
四
十
九
回
に
２
、
第
五
十
一
回
に
４
、
第
五
十
二
回
に
３
、
第
五
十
三
回
に
８
、

第
五
十
四
回
に
６
、
第
五
十
五
回
に
４
と
、
全
体
に
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
中
に
は
、

明
ら
か
に
容
與
堂
本
が
誤
っ
て
い
る
た
め
、
修
正
の
結
果
た
ま
た
ま
嘉
靖
本
と
無

窮
会
本
・
百
二
十
回
本
が
合
致
し
た
と
も
考
え
う
る
事
例
も
か
な
り
あ
る
が
、
そ

れ
で
は
説
明
で
き
な
い
例
も
多
い
。
第
四
十
九
回
14
ａ
の
例
を
あ
げ
よ
う
。

嘉　
　

：
包
節
級
正
在
亭
心
着　

看
見
便
喝
衜

容　
　

：
包
節
級
正
在
亭
心
坐
着
看
見
便
喝
衜

無　
　

：
包
節
級
正
在
亭
心
着　

看
見
便
喝
衜

神
・
金
：
包
節
級
正
在
亭
心
裏　

看
見
便
喝
衜

　
「
亭
心
」
は
通
常
は
あ
ず
ま
や
の
中
心
部
を
指
す
言
葉
で
あ
る
が
、『
水
滸
傳
』

で
は
第
七
十
四
回
の
一
例
が
そ
れ
に
当
た
る
の
み
で
、
他
の
第
四
十
九
・
五
十
三
・

六
十
九
回
の
例
は
、
す
べ
て
牢
獄
内
の
牢
番
の
詰
め
所
を
指
し
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
嘉
靖
本
の
「
正
在
亭
心
着
看
見
」
は
意
味
を
取
り
が
た
く
、
そ
れ
ゆ
え

に
容
與
堂
本
は
「
坐
」
を
加
え
て
「
正
在
亭
心
坐
着
看
見
」
と
し
て
い
る
。
と
こ

ろ
が
無
窮
会
本
は
「
正
在
亭
心
着
看
見
」
と
嘉
靖
本
と
完
全
に
同
じ
で
あ
る
。
意

味
的
に
問
題
の
な
い
容
與
堂
本
の
本
文
を
見
て
い
れ
ば
、
こ
の
よ
う
に
な
る
は
ず

は
な
い
。
更
に
百
二
十
回
本
（
神
山
本
）
は
、
嘉
靖
本
・
無
窮
会
本
と
同
じ
本
文

に
依
拠
し
、
こ
の
ま
ま
で
は
意
味
が
わ
か
ら
な
い
と
考
え
て
、
意
味
が
通
る
よ
う

『
水
滸
傳
』
諸
本
考

七
九



に
「
着
」
を
「
裏
」
に
改
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
容
與
堂
本
の
本
文
が
そ
の
ま

ま
で
全
く
問
題
の
な
い
も
の
で
あ
る
以
上
、
百
二
十
回
本
が
容
與
堂
本
に
基
づ
い

て
い
る
の
で
あ
れ
ば
こ
の
よ
う
な
改
変
が
必
要
に
な
っ
た
と
は
思
え
な
い
。
つ
ま

り
、
無
窮
会
本
・
百
二
十
回
本
と
も
容
與
堂
本
に
は
基
づ
い
て
い
な
い
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
。

　

で
は
、
こ
の
異
同
は
な
ぜ
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
原
因
の
可
能
性
を
示
唆
す

る
例
を
二
つ
あ
げ
よ
う
。
ま
ず
第
四
十
七
回
10
ｂ
の
例
。

嘉
・
無
・
神
・
金
：
兄
弟
閑
了
多
時
、
不
曾
殺
得
一　

人
。
我
便
先
去
走
一
遭
。

宋
江
衜
、
兄
弟
你
去
不
得
。
若
是
破
陣
冲
敵
、
用
着
你
先
去
。（「
閑
」「
冲
」、
無
・

神
・
金
は
「
閒
」「
衝
」）

容　
　
　
　
　
　

：
兄
弟
閒
了
多
時
、
不
曾
殺
得
一
個
人
。
我
便
先
去
走
一
遭
。

宋
江
衜
、
兄
弟
你
去
不
得
。
若　

破
陣
衝
敵
、
用
着
你
先
去
。

　

容
與
堂
本
の
み
「
一
人
」
が
「
一
個
人
」、「
若
是
」
が
「
若
」
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
だ
け
で
も
無
窮
会
本
・
百
二
十
回
本
（
神
山
本
）
が
容
與
堂
本
に
基
づ
い
て

い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。「
若
」
と
「
若
是
」
に
つ
い
て
は
、
異
同
が
生

じ
た
理
由
を
推
察
で
き
る
。「
若
是
」
と
「
若
」
で
は
、白
話
文
と
し
て
は
「
若
是
」

の
方
が
明
ら
か
に
自
然
な
表
現
で
あ
る
。
そ
し
て
、容
與
堂
本
に
お
い
て
は
「
若
」

が
行
末
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
容
與
堂
本
は
版
下
書
き
の
段
階
で
、
改
行
に
当
た
っ

て
「
是
」
を
脱
落
さ
せ
て
し
ま
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
異
同
が
生
じ
た
原
因
は
単

純
ミ
ス
で
あ
ろ
う
。

　

次
に
同
じ
第
四
十
七
回
14
ａ
の
例
を
見
よ
う
。

嘉　
　
　
　

：
這
里
人
交
一
發
上
、　 

因
此
吃
拿
了

容　
　
　
　

：
這
里
人
多
一
發
上
去
、
因
此
吃
拿
了

無
・
神
・
金
：
這
里
人
多
一
發
上
、　 

因
此
喫
拿
了
。（「
里
」、
神
は
「
裏
」）

　

こ
こ
で
は
容
與
堂
本
の
み
「
一
發
上
」
の
後
に
「
去
」
が
あ
る
。
そ
し
て
、
こ

こ
で
は
通
常
一
行
二
十
二
字
で
あ
る
容
與
堂
本
が
二
十
三
字
に
な
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
容
與
堂
本
（
北
京
本
）
の
原
本
（
容
與
堂
本
の
初
刻
本
か
、
あ

る
い
は
そ
の
元
に
な
っ
た
テ
キ
ス
ト
か
は
確
定
で
き
な
い
）
に
は
「
去
」
が
な
か

っ
た
も
の
を
、
何
ら
か
の
事
情
で
必
要
を
感
じ
て
無
理
に
一
字
加
え
た
結
果
生
じ

た
異
同
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
容
與
堂
本
で
も
内
閣
本
は
こ
の
「
去
」
を
削
除
し
て

空
格
に
し
て
い
る
。

　

以
上
の
二
例
で
わ
か
る
よ
う
に
、
容
與
堂
本
は
ミ
ス
に
せ
よ
、
意
図
的
な
変
更

に
せ
よ
、
依
拠
し
た
テ
キ
ス
ト
と
は
若
干
異
な
る
本
文
を
持
つ
。
そ
う
し
た
部
分

で
無
窮
会
本
・
百
二
十
回
本
は
嘉
靖
本
と
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
そ

れ
ら
の
部
分
に
つ
い
て
は
嘉
靖
本
の
方
が
原
型
に
近
い
こ
と
、そ
し
て
無
窮
会
本
・

百
二
十
回
本
が
基
づ
い
た
無
窮
会
原
本
と
呼
ぶ
べ
き
テ
キ
ス
ト
は
、
容
與
堂
本
に

は
基
づ
い
て
い
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

た
だ
、
無
窮
会
原
本
は
嘉
靖
本
に
依
拠
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
そ
れ
は
右

に
上
げ
た
第
四
十
七
回
14
ａ
の
例
を
見
た
だ
け
で
も
明
ら
か
で
あ
る
。
嘉
靖
本
が

「
這
里
人
交
一
發
上
」
と
使
役
に
し
て
い
る
部
分
を
、
無
窮
会
本
・
百
二
十
回
本

は
「
這
里
人
多
、
一
發
上
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
使
役
で
は
や
や
読
み
に
く
い

た
め
修
正
を
加
え
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
他
に
も
、
無
窮
会
本
・
百
二
十
回
本
は
嘉
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靖
本
に
一
致
す
る
場
合
よ
り
容
與
堂
本
に
一
致
す
る
ケ
ー
ス
の
方
が
は
る
か
に
多

く
、
無
窮
会
原
本
が
依
拠
し
た
テ
キ
ス
ト
は
、
嘉
靖
本
と
容
與
堂
本
の
中
間
に
あ

る
も
の
の
、
や
や
容
與
堂
本
に
近
い
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

荒
木
氏
は
嘉
靖
本
と
容
與
堂
本
の
「
祖
本
」
が
そ
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
想
定
し
て
お
ら
れ
る
が
、
嘉
靖
本
の
本
文
が
あ
る
程
度
古
い
形
を
伝
え

て
い
る
点
か
ら
す
る
と
、
む
し
ろ
嘉
靖
本
に
近
い
テ
キ
ス
ト
を
ほ
ぼ
容
與
堂
本
の

形
に
書
き
換
え
た
テ
キ
ス
ト
に
基
づ
い
て
容
與
堂
本
の
祖
本
が
作
ら
れ
、
そ
れ
に

若
干
の
修
正
を
加
え
つ
つ
多
少
の
ミ
ス
も
生
じ
て
作
ら
れ
た
テ
キ
ス
ト
が
容
與
堂

本
、
閻
婆
移
置
を
含
む
か
な
り
の
改
変
を
加
え
た
の
が
無
窮
会
原
本
と
い
う
こ
と

に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

こ
の
こ
と
を
顕
著
に
示
す
の
がjiao

の
表
記
で
あ
る
。
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、

嘉
靖
本
は
基
本
的
に
す
べ
て
のjiao

を
「
交
」
と
表
記
す
る
方
向
に
あ
り
、
そ

れ
は
使
役
で
は
な
く
、
具
体
的
に
呼
び
か
け
る
場
合
に
ま
で
及
ぶ
。
各
テ
キ
ス
ト

が
「
交
」
を
違
う
表
記
に
書
き
換
え
る
に
当
た
っ
て
、
次
の
よ
う
な
事
例
が
認
め

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
第
四
十
九
回
５
ａ
の
例
。

嘉　
　
　
　

：
便
交
関
上
荘
門
。

容　
　
　
　

：
便
敎
関
上
荘
門
。

無
・
神
・
金
：
便
叫
關
上
荘
門
。

　

第
五
十
三
回
１
ｂ
の
例
。

嘉　
　
　
　

：
隨
即
交
請
戴
院
長
商
議
。

容　
　
　
　

：
隨
卽
教
請
戴
院
長
商
議
。

無
・
神
・
金
：
隨
卽
叫
請
戴
院
長
商
議
。

　

更
に
第
五
十
三
回
９
ａ
の
例
。

嘉　
　
　
　

：
交
我
來
請
公
孫
勝
。
你
交
他
出
來
、
佛
眼
相
看
。

容　
　
　
　

：
教
我
來
請
公
孫
勝
。
你
教
他
出
來
、
佛
眼
相
看
。

無
・
神
・
金
：
敎
我
來
請
公
孫
勝
。
你
叫
他
出
來
、
佛
眼
相
看
。

　

第
一
・
第
二
の
例
か
ら
、
無
窮
会
本
・
百
二
十
回
本
は
や
は
り
容
與
堂
本
に
基

づ
い
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
無
窮
会
本
や
百
二
十
回
本
が
わ
ざ
わ

ざ
「
教
」
を
「
叫
」
に
改
め
る
必
要
性
が
認
め
ら
れ
な
い
点
か
ら
す
る
と
、
容
與

堂
本
と
無
窮
会
本
・
百
二
十
回
本
の
双
方
が
基
づ
い
た
テ
キ
ス
ト
は
、「
教
」
で

も
「
叫
」
で
も
な
い
表
記
、
つ
ま
り
嘉
靖
本
と
同
じ
「
交
」
を
用
い
て
い
た
に
違

い
な
い
。

　

第
三
の
例
に
お
け
る
「
你
交
他
出
來
」
は
、
呼
ぶ
と
い
う
動
詞
か
使
役
か
微
妙

な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
容
與
堂
本
が
特
に
考
慮
せ
ず
そ
の
ま
ま
「
教
」
に
置
き
換
え

て
い
る
の
に
対
し
、
無
窮
会
本
・
百
二
十
回
本
は
、
明
ら
か
に
使
役
の
前
のjiao

は
「
教
」、
動
詞
の
可
能
性
が
あ
る
後
のjiao

は
「
叫
」
と
書
き
分
け
て
い
る
。

こ
れ
は
、
容
與
堂
本
が
単
純
に
「
交
」
を
「
教
」
に
置
き
換
え
た
の
に
対
し
、
無

窮
会
本
・
百
二
十
回
本
は
使
役
と
呼
び
か
け
る
場
合
と
で
意
識
的
に
書
き
分
け
て

い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
れ
ら
は
、
無
窮
会
本
・
百
二
十
回
本
が
容
與
堂
本
に

基
づ
い
て
い
な
い
明
証
で
あ
る
と
と
も
に
、
原
本
が
「
交
」
を
使
用
し
て
い
た
こ
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と
、
次
第
にjiao

の
書
き
分
け
が
進
展
し
て
い
っ
た
こ
と
を
明
確
に
示
す
事
例

で
あ
る
。

　

以
上
で
『
水
滸
傳
』
諸
本
の
関
係
は
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
テ
キ
ス
ト
に
つ
い

て
は
ほ
ぼ
明
ら
か
に
な
っ
た
っ
と
言
っ
て
よ
い
。
し
か
し
、
も
う
一
つ
解
明
せ
ね

ば
な
ら
な
い
問
題
が
あ
る
。
三
種
の
容
與
堂
本
の
関
係
で
あ
る
。

　
　
　
　

六
、
三
つ
の
容
與
堂
本

　

現
存
す
る
容
與
堂
本
に
つ
い
て
は
、
高
島
俊
男
氏
が
『
水
滸
伝
の
世
界
』（
大

修
館
一
九
八
七
、
後
に
ち
く
ま
文
庫
二
〇
〇
一
）「
十
三　

一
番
い
い
テ
キ
ス
ト
」

で
五
種
あ
る
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
が
、
そ
の
う
ち
「
北
京
Ａ
本
」
は
天
理
本
、「
文

学
研
究
所
本
」
は
内
閣
本
と
同
じ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
当
面
北
京
本
・
内

閣
本
・
天
理
本
三
種
の
関
係
を
論
じ
れ
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

筆
者
が
こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
、
ほ
ぼ
原
稿
を
完
成
し
た
段
階
で
、

全
く
同
じ
テ
ー
マ
を
扱
う
氏
岡
真
士
氏
の
「
容
与
堂
本
『
水
滸
伝
』
３
種
に
つ
い

て
」（『
中
国
古
典
小
説
研
究
』
第
19
号
〔
二
〇
一
六
年
三
月
〕）
が
発
表
さ
れ
た
。

筆
者
が
第
七
十
一
回
ま
で
の
み
の
本
文
異
同
を
問
題
に
し
て
い
る
の
に
対
し
、
氏

岡
氏
は
全
文
に
わ
た
り
、
版
面
の
特
徴
を
も
対
象
に
議
論
を
進
め
て
お
ら
れ
る
と

い
う
点
で
、
筆
者
が
準
備
し
て
い
た
内
容
を
は
る
か
に
上
回
っ
て
い
る
。
得
ら
れ

た
結
論
も
、
大
い
に
首
肯
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
筆
者
が
改
め
て
こ
の
問

題
を
取
り
上
げ
る
必
要
は
な
く
な
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
従
っ
て
、
こ
こ
で
は
氏

岡
氏
と
重
な
る
議
論
を
繰
り
返
す
こ
と
は
せ
ず
、
氏
岡
氏
の
結
論
を
踏
ま
え
た
上

で
、
想
定
し
う
る
事
情
と
、
他
版
本
と
の
関
係
と
い
う
氏
岡
氏
が
論
及
し
て
お
ら

れ
な
い
点
に
ふ
れ
る
に
と
ど
め
た
い
。

　

氏
岡
氏
の
論
と
重
な
る
が
、
一
応
先
行
研
究
を
総
括
し
て
お
こ
う
。
こ
の
三
本

の
関
係
に
つ
い
て
は
、
大
内
田
三
郎
氏
が
「『
水
滸
傳
』
版
本
考
―
「
容
與
堂
本
」

に
つ
い
て
（
二
）
―
」（『
人
文
研
究　

大
阪
市
立
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
四
十
五

巻
第
五
分
冊
〔
一
九
九
三
年
十
二
月
〕）
で
、
北
京
本
・
内
閣
本
は
同
版
、
天
理

本
は
「
前
二
者
と
は
異
版
の
関
係
に
あ
る
。「
天
理
本
」
は
ほ
か
の
書
肆
が
「
容
與

堂
本
」
を
入
手
し
て
、
そ
れ
も
覆
刻
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
際
に
、
版

下
下
段
に
刻
さ
れ
て
い
た
「
容
與
堂
藏
板
」
の
五
文
字
を
削
除
し
て
刊
行
し
て
い

る
。
数
葉
に
「
容
與
堂
藏
板
」
の
文
字
が
見
ら
れ
る
が
、
書
肆
が
こ
の
文
字
を
削

除
す
る
の
を
忘
れ
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
ま
た
、
高
島
俊
男
氏

も
前
掲
書
で
天
理
本
に
つ
い
て
同
様
の
見
解
を
示
し
て
お
ら
れ
る
。

　

こ
の
三
者
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
大
内
田
氏
は
同
論
文
で
「「
北
京
本
」
と
「
内

閣
本
」
は
同
版
で
あ
る
が
、「
内
閣
本
」
は
後
刷
り
で
、「
北
京
本
」
の
字
句
を
校
訂

し
て
い
る
。
そ
の
校
訂
は
同
じ
文
字
数
で
行
わ
れ
て
い
る
箇
所
も
あ
る
が
、
校
訂

し
て
文
字
が
増
え
た
場
合
は
、
一
マ
ス
に
二
字
入
れ
た
り
、
多
い
所
で
は
一
マ
ス

に
四
字
入
れ
た
り
し
て
い
る
。
こ
の
増
字
の
点
か
ら
み
る
と
、「
内
閣
本
」
は
後
刷

本
と
み
て
さ
し
つ
か
え
な
か
ろ
う
。
…
…
「
容
與
堂
本
」
は
一
つ
の
版
木
で
何
度

か
に
分
け
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
都
度
、
誤
字
と
気
づ
い
た
文
字
を
訂
正

し
て
い
る
。
こ
の
字
句
の
訂
正
が
版
本
間
に
文
字
の
異
同
を
生
じ
さ
せ
る
理
由
の

一
つ
に
な
っ
て
い
る
。「
天
理
本
」
が
文
字
の
訂
正
が
最
も
少
な
く
、
こ
れ
に
次
い

で
少
な
く
マ
マ
の
が
「
北
京
本
」
で
、「
内
閣
本
」
は
訂
正
箇
所
が
最
も
多
い
」
と
さ
れ
、

一
方
高
島
氏
は
前
掲
書
で
「
こ
の
三
種
を
虚
心
坦
懐
に
眺
め
く
ら
べ
て
み
て
、
わ

た
し
に
は
、
北
京
Ｂ
本
〔
本
論
で
い
う
北
京
本
〕
が
一
番
筋
が
よ
く
、
原
刻
本
に

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
八
号

八
二



近
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
天
理
本
は
比
較
的
北
京
Ｂ
本
に
近
い
。
内
閣
本
は
上
の

二
種
に
く
ら
べ
て
修
改
箇
所
が
多
い
。
修
改
し
て
よ
く
な
っ
て
い
る
か
は
別
問
題

と
し
て
、
原
刻
本
か
ら
遠
く
な
っ
て
い
る
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
」
と
さ
れ
る
。

　

両
氏
の
見
解
は
次
の
三
点
に
お
い
て
共
通
す
る
。

①
北
京
本
と
内
閣
本
は
同
版
で
あ
る
。

②
内
閣
本
は
後
刷
で
、
多
く
の
修
改
が
あ
る
。

③
天
理
本
は
覆
刻
で
あ
る
。

　

た
だ
、
天
理
本
の
評
価
に
つ
い
て
は
見
解
が
分
か
れ
、
大
内
田
氏
が
天
理
本
の

訂
正
が
最
も
少
な
い
と
す
る
の
に
対
し
、
高
島
氏
は
北
京
本
の
方
が
原
刻
本
に
近

い
と
す
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
た
上
で
、
氏
岡
氏
が
詳
細
に
研
究
を
進
め
ら
れ
た
結
果
は
次
の

通
り
で
あ
る
。

①
北
京
本
と
内
閣
本
は
同
版
で
あ
り
、原
刻
本
に
対
す
る
補
刻
本
の
関
係
に
あ
る
。

北
京
本
の
方
が
修
正
が
少
な
い
点
か
ら
す
る
と
、
北
京
本
が
一
番
元
の
形
に
近
い

テ
キ
ス
ト
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

②
天
理
本
は
他
の
二
種
と
は
異
版
で
あ
り
、
覆
刻
本
と
考
え
ら
れ
る
。
本
文
異
同

に
つ
い
て
み
る
と
、
原
本
の
誤
り
を
天
理
本
は
未
修
正
だ
が
北
京
本
は
修
正
し
て

い
る
場
合
と
、
北
京
本
は
未
修
正
だ
が
天
理
本
は
修
正
済
み
で
あ
る
例
が
あ
る
。

ま
た
、
両
者
と
も
に
修
正
し
て
い
る
が
、
修
正
の
方
法
が
異
な
る
場
合
も
あ
る
。

以
上
の
諸
点
か
ら
考
え
て
、
天
理
本
と
北
京
本
に
は
共
通
の
祖
本
が
あ
り
、
相
互

の
間
に
は
関
係
は
な
い
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

　

筆
者
の
調
査
の
結
果
も
、
氏
岡
氏
の
結
論
に
符
合
す
る
も
の
で
あ
り
、
氏
岡
氏

の
論
は
正
し
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
、
他
の
版
本
と
の
関
係
は
ど
う
な
の

か
。
ま
た
、
な
ぜ
天
理
本
と
北
京
本
の
間
に
そ
の
よ
う
な
不
可
解
な
状
況
が
発
生

し
た
の
か
。
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　

ま
ず
、
北
京
本
と
内
閣
本
が
基
本
的
に
同
版
で
あ
り
、
北
京
本
に
修
正
を
加
え

た
も
の
が
内
閣
本
で
あ
る
こ
と
、
北
京
本
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
（
以
下
氏
岡
氏
に
な
ら

っ
て
「
原
刻
本
」
と
呼
ぶ
）
で
は
な
く
、
修
正
を
加
え
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
。
で
は
、
改
変
に
当
た
っ
て
、
嘉
靖
本
・
無
窮
会
本
（
も
し
く
は

そ
の
原
本
）・
百
二
十
回
本
な
ど
は
参
照
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
容
與
堂
本
の

原
本
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
無
窮
会
本
や
百
二
十
回
本
よ
り
前
に
刊
行
さ
れ
た
も

の
に
違
い
な
い
が
、
改
変
が
加
え
ら
れ
た
時
期
が
わ
か
ら
な
い
以
上
、
改
変
時
に

そ
れ
ら
の
テ
キ
ス
ト
が
参
照
さ
れ
て
い
る
可
能
性
は
必
ず
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
。

　

ま
ず
最
初
の
異
同
の
例
と
し
て
、
第
一
回
３
ａ
の
も
の
を
あ
げ
よ
う
。

北
・
天
・
四
・
無
・
徳
・
金
：
供
養
在
三
淸
殿
上

内　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

：
供
□
在
三
淸
殿
上

　

明
ら
か
に
内
閣
本
は
孤
立
し
て
い
る
。
以
下
第
七
十
一
回
に
至
る
ま
で
、
内
閣

本
の
み
が
他
と
は
異
な
る
本
文
を
持
つ
と
い
う
傾
向
は
基
本
的
に
変
わ
ら
な
い
。

た
だ
し
、
例
外
も
か
な
り
存
在
す
る
。
や
は
り
初
め
の
部
分
、
第
二
回
７
ｂ
か
ら

一
例
を
あ
げ
よ
う
。

北
・
天
・
四
：
令
左
右
敎
拿
下
王
進

内　
　
　
　

：
令
左
右
□
拿
下
王
進

『
水
滸
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』
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無
・
徳
・
金
：
令
左
右　

拿
下

　

内
閣
本
と
無
窮
会
本
・
百
二
十
回
本
（
徳
山
本
）・
金
聖
歎
本
が
一
致
し
、
北

京
本
・
天
理
本
と
い
う
内
閣
本
以
外
の
容
與
堂
本
と
、
後
述
す
る
よ
う
に
天
理
本

と
ほ
と
ん
ど
同
じ
本
文
を
持
つ
四
知
館
本
、
つ
ま
り
原
刻
本
に
近
い
と
考
え
ら
れ

る
刊
本
の
み
が
孤
立
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
一
見
内
閣
本
が
他
本
を
参
考
に
し
て

「
敎
」
を
削
除
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
他
本
は
目
的
語
「
王
進
」
を

欠
く
。
ま
た
北
京
本
等
で
は
「
令
」
と
「
敎
」
と
い
う
使
役
の
語
が
重
複
し
て
使

用
さ
れ
て
お
り
、
明
ら
か
に
不
要
な
「
敎
」
を
削
除
す
る
こ
と
は
、
特
に
他
本
を

参
照
せ
ず
と
も
可
能
、
と
い
う
よ
り
当
然
な
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
校
訂
で
あ
る
。

事
実
、
同
じ
回
の
８
ｂ
に
は
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

北
・
天
・
四
：
張
牌
應　

先
吃
了
晩
飯

内　
　
　
　

：
張
牌
應
承
先
吃
了
晩
飯
（
應
承
は
一
画
二
字
並
列
）

無
・
徳
・
金
：
張
牌
答
應
先
喫
了
晩
飯

　
「
應
」
一
字
で
承
知
す
る
と
い
う
意
味
に
す
る
の
は
か
な
り
無
理
が
あ
る
た
め
、

無
窮
会
本
・
百
二
十
回
本
は
こ
れ
を
「
答
應
」
と
二
音
節
化
し
て
い
る
。
一
方
、

内
閣
本
は
、「
應
」
を
含
ん
で
二
音
節
化
す
る
の
は
同
じ
だ
が
、「
應
承
」
と
い
う

違
う
単
語
を
選
択
し
て
い
る
。も
し
ど
ち
ら
か
が
も
う
一
方
を
参
照
し
て
い
れ
ば
、

こ
の
よ
う
な
こ
と
は
起
こ
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
も
う
一
つ
、
第
二
十
六
回
７
ｂ

の
例
を
あ
げ
よ
う
。

北
・
天
・
四
：
武
松
將
起
雙
袖

内　
　
　
　

：
武
松
捲
起
雙
袖

無
・
神
・
金
：
武
松
捋
起
雙
袖

　

北
京
本
の
「
將
」
で
は
意
味
が
通
じ
な
い
。
こ
れ
は
、
元
来
無
窮
会
本
・
百
二

十
回
本
の
よ
う
に
「
捋
」
だ
っ
た
も
の
を
、
原
刻
本
が
字
形
の
類
似
に
よ
り
誤
っ

て
「
將
」
に
し
て
し
ま
い
、
北
京
本
は
そ
れ
を
引
き
継
い
で
い
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
無
窮
会
本
原
本
は
、
依
拠
し
た
テ
キ
ス
ト
が
正
し
い
本
文
を
持
っ
て
い
た

か
、
あ
る
い
は
誤
り
に
気
づ
い
て
修
正
し
た
か
の
い
ず
れ
か
に
違
い
な
い
。
内
閣

本
が
「
捲
」
と
す
る
の
は
、「
將
」
で
は
意
味
が
分
か
ら
な
い
こ
と
に
気
づ
い
た

も
の
の
、こ
れ
が
「
捋
」
の
誤
り
と
は
気
づ
か
ず
、ご
く
普
通
に
意
味
が
通
る
「
捲
」

に
し
て
し
ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
も
、
内
閣
本
は
独
自
の
考
え
で
修

正
を
加
え
た
こ
と
は
は
っ
き
り
し
て
い
る
。

　

以
下
第
七
十
一
回
に
至
る
ま
で
、
以
上
の
状
況
に
ほ
と
ん
ど
例
外
は
な
い
と
い

っ
て
よ
い
。
内
閣
本
と
無
窮
会
本
・
百
二
十
回
本
が
一
致
す
る
の
は
、
北
京
本
が

明
ら
か
に
誤
っ
て
い
て
、
普
通
で
あ
れ
ば
こ
の
字
が
正
し
い
と
常
識
的
に
判
断
し

う
る
場
合
に
ほ
ぼ
限
定
さ
れ
て
お
り
、
内
閣
本
が
無
窮
会
本
や
百
二
十
回
本
を
直

接
参
照
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。ま
た
内
閣
本
が
嘉
靖
本
を
参
照
し
た
形
跡
も
、

同
様
に
認
め
ら
れ
な
い
。

　

以
上
の
検
討
か
ら
、
内
閣
本
は
改
変
に
当
た
っ
て
無
窮
会
本
・
百
二
十
回
本
を

参
照
し
て
は
お
ら
ず
、
嘉
靖
本
及
び
当
時
は
存
在
し
た
か
も
し
れ
な
い
先
行
テ
キ

ス
ト
の
影
響
も
受
け
て
は
お
ら
ず
、
基
本
的
に
独
自
の
修
正
を
行
っ
た
こ
と
は
確

実
と
思
わ
れ
る
。
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こ
の
こ
と
は
重
要
な
問
題
を
提
起
す
る
。
北
京
本
と
内
閣
本
は
基
本
的
に
同
版

で
あ
り
、
両
者
は
前
刷
り
と
後
刷
り
の
関
係
に
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
こ
の
よ
う
に
大
量
の
異
同
が
あ
り
、
そ
の
ほ
ぼ
す
べ
て
は
北
京
本
の
ミ
ス

や
、
修
正
を
加
え
た
人
物
が
問
題
が
あ
る
と
考
え
た
箇
所
の
修
正
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
容
與
堂
本
の
版
木
に
は
、
刷
り
直
す
た
び
に
細
か
い
修
正
が
加
え
ら
れ
て
い

た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
事
実
は
、『
水
滸
傳
』
の
テ
キ
ス
ト
が
ど
の
よ
う
に
扱
わ

れ
て
い
た
か
を
示
唆
す
る
。
こ
う
し
た
修
正
作
業
は
、
精
密
な
本
文
の
検
討
を
経

な
け
れ
ば
実
施
さ
れ
え
な
い
も
の
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
容
與
堂
が
『
水
滸
傳
』
を
売
り
出
す
に
当
た
っ
て
は
、
印
行
の
た
び

ご
と
に
精
密
な
校
訂
作
業
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
容
與
堂
本
に
限
っ
た

こ
と
で
は
な
い
。
無
窮
会
本
・
百
二
十
回
本
に
し
て
も
、
当
時
の
白
話
文
学
刊
行

物
と
し
て
は
相
当
に
美
し
い
版
面
を
持
ち
、
し
か
も
『
三
國
志
演
義
』
諸
版
本
で

は
か
な
り
頻
繁
に
見
ら
れ
る
い
わ
ゆ
る
「
同
詞
脱
文
」、
つ
ま
り
同
じ
単
語
が
近

接
し
て
二
度
用
い
ら
れ
て
い
る
時
、
誤
っ
て
間
の
本
文
を
飛
ば
し
て
し
ま
う
と
い

う
事
例
が
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
更
に
、
建
陽
の
楊
氏
四
知
館
刊

の
鍾
伯
敬
批
評
本
は
、
表
記
ま
で
含
め
て
完
全
に
忠
実
に
容
與
堂
本
（
異
同
か
ら

見
る
と
天
理
本
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
）
の
本
文
を
写
し
取
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
し

ば
し
ば
疎
漏
を
批
判
さ
れ
る
建
陽
の
刊
本
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
版
式
を
全
く

異
に
し
な
が
ら
ほ
と
ん
ど
ミ
ス
が
認
め
ら
れ
な
い
。

　

以
上
の
事
実
が
示
唆
す
る
も
の
は
重
大
で
あ
る
。『
水
滸
傳
』
は
、
白
話
小
説

で
あ
り
な
が
ら
、
正
統
的
な
歴
史
書
や
詩
文
と
同
じ
よ
う
な
態
度
で
刊
行
さ
れ
て

い
た
。
刊
行
者
は
、あ
た
か
も
経
書
を
刊
行
す
る
時
の
よ
う
に
本
文
を
尊
重
し
て
、

ミ
ス
を
生
じ
な
い
よ
う
に
細
心
の
注
意
を
払
い
、
印
刷
の
た
び
に
丁
寧
な
修
正
を

行
い
、ミ
ス
と
思
わ
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
は
徹
底
的
な
修
正
を
加
え
た
。
こ
れ
は
、

も
ち
ろ
ん
読
者
か
ら
の
要
求
に
応
え
て
取
ら
れ
た
措
置
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

『
水
滸
傳
』
の
読
者
は
、「
正
し
い
」
本
文
を
求
め
続
け
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

は
、
彼
ら
の
中
に
多
く
の
知
識
人
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
李

開
先
や
胡
應
麟
ら
嘉
靖
・
萬
暦
の
一
流
知
識
人
の
間
で
『
水
滸
傳
』
が
流
行
し
て

い
た
と
い
う
証
言
は
、
こ
う
し
た
状
況
か
ら
も
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
し
て
、こ
の
こ
と
は
更
に
極
め
て
重
要
な
事
実
を
物
語
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
、

白
話
文
に
お
い
て
も
何
が
「
正
し
い
」
文
章
で
あ
る
か
と
い
う
意
識
が
、
知
識
人

の
間
に
芽
生
え
た
。
こ
れ
は
、
文
言
の
み
を
あ
る
べ
き
文
章
語
と
し
、
白
話
を
ほ

ぼ
無
視
し
て
き
た
高
級
知
識
人
の
意
識
に
お
い
て
は
革
命
的
変
化
と
い
っ
て
よ

い
。
こ
う
し
て
、
あ
る
べ
き
「
白
話
文
」
の
摸
索
が
始
ま
る
。
逆
に
い
え
ば
、
最

初
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、『
水
滸
傳
』本
文
の
変
化
の
過
程
を
追
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

我
々
は
当
時
の
知
識
人
に
と
っ
て
何
が
「
正
し
い
」
白
話
文
と
認
識
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
っ
た
の
か
に
つ
い
て
、
そ
の
変
化
と
定
着
の
過
程
を
語
学
的
・
文
学

的
に
追
跡
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
稿
を
改

め
て
論
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

こ
の
こ
と
は
、
天
理
本
の
位
置
づ
け
と
も
関
わ
る
問
題
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た

よ
う
に
、
氏
岡
氏
は
、
北
京
本
は
「
原
刻
本
」
に
改
修
を
加
え
た
テ
キ
ス
ト
、
天

理
本
は
覆
刻
本
と
し
、
本
文
に
つ
い
て
は
天
理
本
の
方
が
原
型
に
近
い
場
合
と
、

北
京
本
の
方
が
原
型
に
近
い
場
合
が
混
在
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
筆
者
の
調
査
結

果
か
ら
得
ら
れ
た
結
論
も
、
氏
岡
氏
の
も
の
と
同
じ
で
あ
る
。
す
る
と
、
問
題
は

天
理
本
が
基
づ
い
た
の
は
ど
の
よ
う
な
テ
キ
ス
ト
だ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
天
理
本
が
原
型
に
近
い
例
を
見
れ
ば
、
天
理
本
は
「
原
刻
本
」
に
基
づ
い
て

『
水
滸
傳
』
諸
本
考

八
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覆
刻
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
北
京
本
が
改
修
を
加
え
る
前
の
姿
を
留
め
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
が
、
一
方
で
北
京
本
の
方
が
原
型
に
近
い
と
見
ら
れ
る
例
も
多
数
存

在
す
る
。
そ
し
て
そ
う
し
た
箇
所
で
は
、
注
目
す
べ
き
こ
と
に
天
理
本
は
内
閣
本

と
し
ば
し
ば
合
致
す
る
。
こ
の
点
も
氏
岡
氏
の
指
摘
の
通
り
で
あ
る
が
、
実
例
を

あ
ま
り
あ
げ
て
お
ら
れ
な
い
の
で
、
こ
こ
で
天
理
本
が
北
京
本
と
同
じ
本
文
に
対

し
、
内
閣
本
と
同
様
の
改
変
を
加
え
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
事
例
を
あ
げ
て
お
こ

う
。
第
五
十
五
回
、
ま
ず
４
ａ
の
例
。

嘉
・
北　
　

：
便
拍
馬
舞
起
狼
牙
棍
直
取
韓
滔
挺
搠
（
容
は
㮶
）
躍
馬
來
戰
秦
明

内
・
天
・
四
：
便
拍
馬
舞
起
狼
牙
棍
直
取
韓
滔
、
韓
滔
挺
搠
躍
馬
來
戰
秦
明

無
・
神
・
金
：
便
拍
馬
舞
起
狼
牙
棍
直
取
韓
滔
、
韓
滔
挺
搠
（
金
は
槊
）
躍
馬
來

　
　
　
　
　
　

戰
秦
明

　

内
閣
本
・
天
理
本
・
四
知
館
本
と
無
窮
会
本
・
百
二
十
回
本
・
金
聖
歎
本
は
同

じ
本
文
だ
が
、前
三
者
は
す
べ
て
「
韓
滔
挺
搠
」
を
二
字
分
に
詰
め
込
ん
で
い
る
。

こ
れ
は
、
前
の
動
詞
の
目
的
語
が
そ
の
ま
ま
次
の
動
詞
の
主
語
に
な
る
と
い
う
嘉

靖
本
・
北
京
本
の
文
章
を
改
め
、
後
の
動
詞
に
も
主
語
を
加
え
る
と
い
う
操
作
を

行
っ
た
結
果
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
内
閣
本
と
天
理
本
の
本
文
は
無
窮
会
本
・

百
二
十
回
本
と
一
致
し
て
い
る
が
、
続
く
６
ａ
の
例
は
異
な
る
。

嘉　
　
　
　
　
　

：
宋
江
見
活
捉
了
那
天
目
將
彭
玘
、
心
中
甚
喜

北
・
無
・
神
・
金
：
宋
江
見
活
捉
拿
得
天
目
將
彭
玘
、
心
中
甚
喜

内
・
天
・
四　
　

：
宋
江
見
活
捉
□
得
天
目
將
彭
玘
、
心
中
甚
喜

　

こ
れ
は
お
そ
ら
く
嘉
靖
本
が
原
型
で（
簡
本
は
い
ず
れ
も「
活
捉
了
」と
す
る
）、

北
京
本
は
「
了
」
の
使
用
を
避
け
る
と
い
う
原
則
に
従
っ
て
本
文
を
書
き
換
え
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
無
窮
会
本
・
百
二
十
回
本
も
北
京
本
に
同
じ
と
い
う
こ
と

は
、
そ
の
改
変
は
容
與
堂
本
の
「
原
刻
本
」
に
お
い
て
加
え
ら
れ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
と
こ
ろ
が
内
閣
本
と
天
理
本
は
こ
こ
で
「
拿
」
を
削
除
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
お
そ
ら
く
「
活
捉
」
と
「
拿
得
」
が
重
複
し
て
い
る
と
判
断
し
た

結
果
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
天
理
本
と
内
閣
本
だ
け
が
他
と
は
異
な
る
本
文
を

持
ち
、
し
か
も
そ
れ
が
必
ず
し
も
必
要
で
は
な
い
改
変
に
由
来
す
る
も
の
と
推
定

さ
れ
る
事
例
が
か
な
り
あ
る
。
こ
れ
ら
の
部
分
で
は
、
天
理
本
は
内
閣
本
に
従
っ

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

　

つ
ま
り
、
天
理
本
は
「
原
刻
本
」
と
一
致
す
る
本
文
を
持
つ
一
方
で
、
内
閣
本

と
同
じ
改
修
を
も
経
た
部
分
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
矛
盾
し
た
状
況

を
ど
の
よ
う
に
説
明
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
こ
で
想
定
さ
れ
る
状
況
は
次
の
二
つ
で
あ
る
。

①
天
理
本
は
北
京
本
と
内
閣
本
の
中
間
に
当
た
る
テ
キ
ス
ト
を
覆
刻
し
た
も
の
で

あ
る
。北
京
本
に
第
一
次
改
変
が
加
え
ら
れ
た
結
果
を
示
す
の
が
天
理
本
で
あ
り
、

そ
の
後
更
に
改
変
を
加
え
た
も
の
が
内
閣
本
で
あ
る
。

②
天
理
本
は
、
覆
刻
に
当
た
っ
て
内
閣
本
を
参
照
し
、
従
う
べ
き
箇
所
の
み
改
変

を
加
え
た
。

　

①
で
は
、
天
理
本
に
「
原
刻
本
」
と
同
じ
本
文
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
説
明

で
き
な
い
。
こ
こ
で
注
意
さ
れ
る
の
が
、
さ
き
に
あ
げ
た
第
五
十
五
回
の
二
例
に

つ
い
て
は
、
版
式
が
全
く
異
な
る
四
知
館
本
に
お
い
て
も
二
画
へ
の
四
字
詰
め
込
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み
や
一
字
空
格
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
四
知
館
本
は
天
理
本
と
同
じ
本
文

を
持
つ
も
の
の
、
覆
刻
本
で
は
な
い
以
上
、
そ
う
し
た
不
自
然
な
字
配
り
ま
で
天

理
本
に
忠
実
に
従
う
必
要
が
あ
る
と
も
考
え
に
く
い
。
つ
ま
り
、
四
知
館
本
も
一

度
刊
刻
し
た
後
で
修
正
を
加
え
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
に
な
る
。と
す
れ
ば
、

想
定
さ
れ
る
事
情
は
次
の
よ
う
な
も
の
に
な
る
。

　

ま
ず
あ
る
段
階
の
容
與
堂
本
を
も
と
に
覆
刻
版
が
作
ら
れ
、
そ
れ
を
も
と
に
四

知
館
本
が
翻
刻
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
重
印
す
る
に
当
た
っ
て
覆
刻
版
の
校
訂
が
行

わ
れ
、
そ
の
際
内
閣
本
（
も
し
く
は
そ
の
前
の
段
階
）
を
参
考
に
し
て
修
正
が
加

え
ら
れ
る
。
そ
れ
が
天
理
本
に
あ
た
る
。
四
知
館
本
に
も
そ
の
際
連
動
し
て
修
正

が
加
え
ら
れ
た
と
す
れ
ば
、
天
理
本
と
四
知
館
本
は
協
同
作
業
と
し
て
刊
刻
さ
れ

た
可
能
性
が
高
い
。
天
理
本
の
刊
行
地
は
不
明
で
あ
る
が
、
無
論
覆
刻
で
あ
る
以

上
、
元
来
の
容
與
堂
本
が
刊
刻
さ
れ
た
杭
州
で
あ
る
と
は
限
ら
ず
、
一
部
の
版
木

に
容
與
堂
の
名
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
上
原
究
一
氏
の
い
わ
れ
る
よ
う
に
容

與
堂
の
版
権
を
尊
重
す
る
こ
と
の
表
明
で
あ
る
と
す
れ
ば
＊
11

、
杭
州
と
は
離
れ

た
地
で
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
四
知
館

本
と
連
動
し
て
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、
同
じ
建
陽
で
作
ら
れ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。

　

天
理
本
の
改
変
が
、
内
閣
本
を
参
照
し
た
だ
け
で
あ
っ
て
、
両
者
が
一
致
す
る

こ
と
が
多
い
部
分
に
お
い
て
直
接
覆
刻
の
底
本
に
利
用
し
た
わ
け
で
は
な
い
証
左

と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
例
が
あ
げ
ら
れ
る
。
第
四
十
三
回
10
ｂ
に
見
ら
れ
る
事

例
で
あ
る
。

北　
　

：
小
虎
兒
在
那
里
䑛
一
條
人
腿
。　

逵
心
裡
忖
衜

内　
　

：�

小
虎
兒
在
那
里
䑛
一
條
人
腿
。
李
逵
心
裡
忖
衜
（「
李
逵
」
は
一
画
二

字
並
列
）

天　
　

：
小
虎
兒
在
那
里
䑛
一
條
人
腿
。
李
逵
心
裡
忖
衜
（
文
字
を
詰
め
る
）

四
・
無
：
小
虎
兒
在
那
里
䑛
一
條
人
腿
。
李
逵
心
裏
忖
衜

神　
　

：
小
虎
兒
在
那
裏
䑛
一
條
人
腿
。
正
是
…
（
七
言
四
句
）
…
李
逵
心
裏
忖

　
　
　
　

道

金　
　

：
小
虎
兒
在
那
里
䑛
一
條
人
腿
。
李
逵
把
不
住
抖
道

　

北
京
本
が
「
逵
」
と
な
っ
て
い
る
の
は
明
ら
か
に
誤
り
で
あ
り
、
一
文
字
加
え

ね
ば
な
ら
な
い
が
、
ス
ペ
ー
ス
が
な
い
。
そ
こ
で
内
閣
本
は
「
李
逵
」
を
一
画
に

二
字
並
列
と
す
る
が
、天
理
本
は
前
の
「
一
條
人
腿
」
を
三
画
分
に
詰
め
て
「
李
」

を
加
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
同
じ
作
業
が
異
な
る
や
り
方
で
実
施
さ
れ

た
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

以
上
の
事
実
か
ら
考
え
て
、
い
わ
ゆ
る
「
容
與
堂
本
」
三
本
の
関
係
は
次
の
よ

う
な
も
の
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
最
初
の
容
與
堂
本
原
本
が
刊
刻
さ
れ
、
重
印
時
に

そ
の
版
木
に
手
を
入
れ
た
の
が
北
京
本
、
更
に
重
印
時
に
手
を
入
れ
た
の
が
内
閣

本
（
そ
の
他
に
も
中
間
で
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
行
わ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
）
で
あ

る
。
そ
し
て
、
別
の
書
坊
が
容
與
堂
の
許
可
を
得
て
原
本
を
覆
刻
し
た
の
が
天
理

本
の
原
型
で
あ
り
、
現
存
す
る
天
理
本
は
、
や
は
り
重
印
す
る
に
当
た
っ
て
内
閣

本
（
も
し
く
は
北
京
本
と
内
閣
本
の
中
間
に
存
在
し
た
テ
キ
ス
ト
。
改
変
の
量
が

少
な
い
こ
と
か
ら
す
る
と
そ
の
可
能
性
は
か
な
り
高
い
）
に
基
づ
い
て
修
正
を
加

え
た
も
の
で
あ
る
。両
者
の
契
約
関
係
に
基
づ
い
て
覆
刻
を
行
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、

重
印
時
の
修
正
も
協
同
で
行
わ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
し
て
、
四
知
館
本
は
、

『
水
滸
傳
』
諸
本
考
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建
陽
の
楊
氏
四
知
館
が
天
理
本
の
原
本
を
も
と
に
翻
刻
し
た
も
の
に
、
天
理
本
成

立
段
階
で
修
正
を
加
え
た
重
印
本
が
現
存
す
る
テ
キ
ス
ト
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　

六
、『
水
滸
伝
』
テ
キ
ス
ト
の
展
開

　

以
上
の
検
討
を
ま
と
め
る
と
、『
水
滸
伝
』
の
テ
キ
ス
ト
は
次
の
よ
う
な
過
程

を
経
て
成
立
・
展
開
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

ま
ず
原
型
と
な
る
テ
キ
ス
ト
が
成
立
す
る
。
ほ
と
ん
ど
の
版
本
が
作
者
と
し
て

施
耐
庵
の
名
前
を
あ
げ
る
こ
と
に
は
理
由
が
あ
る
は
ず
だ
が
、
と
り
あ
え
ず
施
耐

庵
な
る
人
物
の
正
体
が
不
明
で
あ
る
以
上
、詳
細
に
つ
い
て
は
知
る
よ
し
も
な
い
。

た
だ
、
施
耐
庵
が
元
末
明
初
の
人
と
さ
れ
る
こ
と
、
も
う
一
人
作
者
と
し
て
よ
く

名
を
あ
げ
ら
れ
る
羅
貫
中
が
元
末
明
初
の
人
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
の
時
期
に
『
水

滸
傳
』の
原
型
が
で
き
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
、

明
代
中
期
ま
で
に
原
型
が
ど
の
よ
う
な
変
貌
を
遂
げ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。た
だ
、

嘉
靖
年
間
に
は
現
在
の
形
と
ほ
ぼ
同
じ
文
面
の
テ
キ
ス
ト
が
成
立
し
て
い
た
。
前

に
述
べ
た
よ
う
に
、「
郭
武
定
本
」
の
存
在
に
つ
い
て
萬
暦
年
間
の
人
々
が
し
ば

し
ば
言
及
し
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
正
徳
か
ら
嘉
靖
に
か
け
て
の
時
期
に
武

定
侯
郭
勛
に
よ
り
『
水
滸
傳
』
の
テ
キ
ス
ト
が
刊
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で

あ
る
。
そ
し
て
、
井
口
千
雪
氏
が
論
じ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、『
三
國
志
演
義
』

が
郭
勛
に
よ
り
刊
行
さ
れ
る
に
当
た
っ
て
大
幅
に
手
を
入
れ
ら
れ
た
可
能
性
が
あ

る
と
す
れ
ば
、『
水
滸
傳
』
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
が
、
錢
希
言
『
戯
瑕
』
巻
一
「
水
滸
傳
」
の
次
の
く
だ

り
で
あ
る
（『
続
修
四
庫
全
書
』
所
収
の
影
印
本
に
依
拠
す
る
）。

　
　

�　

詞
話
毎
本
頭
上
有
請
客
一
段
、
權
做
箇
得
勝
利
市
頭
廻
。
此
政
是
宋
朝
人

借
彼
形
此
、
無
中
生
有
妙
處
。
遊
情
汎
韻
、
膾
炙
千
古
、
非
深
於
詞
家
者
、

不
足
與
衜
也
。
微
獨
雜
説
爲
然
、
卽
水
滸
傳
一
部
、
逐
迴
有
之
、
全
學
史
記

體
。
文
待
詔
諸
公
暇
日
喜
聽
人
説
宋
江
、
先
講
攤
頭
半
日
、
功
父
猶
及
與
聞
。

今
坊
間
刻
本
、
是
郭
武
定
删
後
書
矣
。
郭
故
跗
注
大
僚
、
其
於
詞
家
風
馬
、

故
奇
文
悉
被
剗
薙
、
眞
施
氏
之
罪
人
也
。
而
世
眼
迷
離
、
漫
云
捜
求
武
定
善

本
、
殊
可
絶
倒
。
胡
元
瑞
云
、
二
十
年
前
所
見
水
滸
傳
本
、
尙
極
足
尋
味
。

今
爲
閩
中
坊
賈
刊
落
、
遂
幾
不
堪
覆
瓿
。
更
數
十
年
無
原
本
印
證
、
此
書
將

永
廢
矣
。
然
則
元
瑞
猶
及
見
之
。
徴
余
所
聞
、
罪
似
不
在
閩
賈
。

　
　

�　

詞
話
（
語
り
物
）
は
各
本
の
最
初
に
客
寄
せ
の
一
段
が
つ
い
て
お
り
、

「
権か
り

に
得
勝
利
市
の
頭
は
じ
め

回
と
な
す
」（
三
言
な
ど
の
ま
く
ら
の
部
分
に
見
え
る

決
ま
り
文
句
）
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
は
宋
朝
の
人
の
、
他
の
物
を
借
り

て
表
現
し
、
無
か
ら
有
を
生
じ
る
す
ば
ら
し
い
点
で
あ
る
。
思
い
を
遊
ば
せ

調
べ
を
響
か
せ
、
と
こ
し
え
に
名
声
を
馳
せ
る
べ
き
も
の
だ
が
、
詩
詞
に
深

く
通
じ
た
者
で
な
け
れ
ば
、
こ
れ
を
と
も
に
論
ず
る
に
は
足
り
な
い
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
短
篇
の
も
の
に
限
ら
な
い
。『
水
滸
傳
』
は
、
各
回
に
こ
れ
が

あ
り
、『
史
記
』
の
ス
タ
イ
ル
を
学
ん
で
い
る
。
文
待
詔
（
徴
明
）
と
仲
間

の
方
々
は
、
暇
な
日
に
は
宋
江
の
物
語
を
聞
く
の
を
好
ん
で
お
ら
れ
た
が
、

ま
ず
ま
く
ら
の
部
分
を
半
日
も
語
っ
た
と
い
う
。
功
甫
（
錢
允
治
？
）
は
ま

だ
そ
れ
を
聞
く
の
に
参
加
で
き
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。今
の
書
坊
の
刊
本
は
、

郭
武
定
が
削
除
を
加
え
た
後
の
書
で
あ
る
。郭
は
元
来
大
物
軍
人
で
あ
っ
て
、

詩
詞
と
は
無
縁
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
す
ぐ
れ
た
文
は
こ
と
ご
と
く
削
除

さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
ま
こ
と
に
施
耐
庵
の
罪
人
で
あ
る
。
だ
が
世
の
人
は
見

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
八
号
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る
眼
が
な
く
、
武
定
の
善
本
を
探
し
求
め
る
な
ど
と
い
い
加
減
な
こ
と
を
言

っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
全
く
の
お
笑
い
草
で
あ
る
。
胡
元
瑞
（
應
麟
）
は
こ

う
言
っ
て
い
る
。「
二
十
年
前
に
見
た
『
水
滸
傳
』
の
テ
キ
ス
ト
は
、
ま
だ

大
変
味
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
今
で
は
建
陽
の
書
坊
に
削
除
さ
れ
て
、
甕

の
蓋
に
す
る
価
値
も
な
い
よ
う
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
更
に
数

十
年
た
っ
て
、
確
認
で
き
る
原
本
が
な
く
な
れ
ば
、
こ
の
書
は
永
遠
に
だ
め

に
な
っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
」。
し
て
み
る
と
元
瑞
は
ま
だ
見
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
あ
る
。
私
が
聞
い
た
と
こ
ろ
か
ら
す
る
と
、
罪
は
建
陽
の
書
坊
に

あ
る
と
い
う
わ
け
で
も
な
さ
そ
う
だ
。

　

錢
希
言
の
生
没
年
は
不
明
だ
が
、
本
書
の
序
に
あ
る
「
萬
暦
癸
丑
」
と
い
う
日

付
は
萬
暦
四
十
一
年
（
一
六
一
三
）
に
あ
た
る
。
つ
ま
り
こ
れ
は
萬
暦
末
年
の
状

況
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
胡
應
麟
（
一
五
五
一
～
一
六
〇
二
）
は
「
猶
及

見
之
」
と
言
っ
て
い
る
以
上
、
錢
希
言
は
「
請
客
一
段
」
の
あ
る
『
水
滸
傳
』
の

テ
キ
ス
ト
を
見
た
こ
と
は
な
い
わ
け
で
あ
る
。
胡
應
麟
が
言
っ
て
い
る
の
は
、
明

ら
か
に
建
陽
で
刊
行
さ
れ
た
簡
本
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
「
刊
落
」
も
「
請
客
一

段
」
で
は
な
く
全
体
的
な
問
題
で
あ
っ
て
、
錢
希
言
は
憶
測
に
よ
っ
て
郭
勛
の
改

変
と
関
連
づ
け
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
、
文
徴
明
ら
が
聞
い
た
の
は
講
釈
師

の
実
演
で
あ
っ
て
、
小
説
テ
キ
ス
ト
と
は
別
の
問
題
で
あ
る
（
な
お
、
明
の
張
丑

の
『
清
河
書
畫
舫
』
巻
十
二
上
に
は
「
又
一
好
事
家
收
文
徴
仲
小
楷
古
本
水
滸
傳

全
部
、
法
歐
陽
詢
、
未
及
見
之
（
ま
た
あ
る
好
事
家
は
文
徴
明
が
小
楷
で
書
い
た

古
本
水
滸
傳
全
篇
を
収
蔵
し
て
い
て
、
歐
陽
詢
の
書
体
に
よ
っ
て
い
る
と
の
こ
と

だ
が
、
ま
だ
見
る
こ
と
が
で
き
ず
に
い
る
）」
と
あ
り
、
文
徴
明
が
『
水
滸
傳
』

を
好
ん
だ
の
は
事
実
の
よ
う
で
あ
る
）。

　

錢
希
言
の
根
拠
が
不
明
で
あ
る
以
上
、
確
か
な
こ
と
は
い
え
な
い
が
、
お
そ
ら

く
こ
こ
で
い
う
各
回
に
あ
っ
た
前
置
き
と
い
う
の
は
、
容
與
堂
本
の
各
回
の
初
め

に
あ
る
詩
詞
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
回
頭
の
詩
詞
は
嘉
靖
本
に
は
あ
る
が
、

無
窮
会
本
・
百
二
十
回
本
・
金
聖
歎
本
に
は
な
い
。
こ
れ
を
削
っ
た
の
が
郭
勛
だ

と
い
う
こ
と
も
、
そ
も
そ
も
錢
希
言
は
郭
武
定
刊
本
を
見
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る

か
ら
、
信
頼
は
で
き
な
い
。
錢
希
言
は
郭
勛
が
武
人
だ
と
い
う
だ
け
で
詩
詞
に
通

じ
な
い
と
す
る
が
、
井
口
千
雪
氏
が
論
じ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
郭
勛
自
身
の
詩

こ
そ
残
っ
て
い
な
い
も
の
の
、『
白
楽
天
詩
集
』『
元
次
山
文
集
』、
更
に
曲
に
つ

い
て
は
『
雍
煕
樂
府
』
を
刊
行
し
て
い
る
点
か
ら
考
え
て
、
少
な
く
と
も
「
於
詞

家
風
馬
」
で
あ
っ
た
と
は
考
え
が
た
い
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
る
郭
武
定

本
に
関
す
る
情
報
は
、
不
確
か
な
根
拠
に
基
づ
く
憶
測
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ

て
、
郭
勛
に
よ
る
改
変
を
経
た
テ
キ
ス
ト
が
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
以
外
は
特
に

信
頼
に
は
値
し
な
い
も
の
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
。

　
『
三
國
志
演
義
』
の
例
か
ら
考
え
て
、
お
そ
ら
く
郭
勛
ま
た
は
そ
の
周
辺
の
人

物
は
不
完
全
な
状
態
に
あ
っ
た
『
水
滸
傳
』
の
本
文
を
よ
り
充
実
し
た
も
の
に
書

き
換
え
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
「
捜
求
武
定
善
本
」
と
い

う
言
い
方
も
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。

　

も
し
こ
の
推
定
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
原
型
に
対
し
て
、
郭
武
定
本
の
段
階
で

大
幅
に
手
が
入
れ
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
も
更
な
る
改
変
が
繰

り
返
さ
れ
た
。
嘉
靖
本
は
、
お
そ
ら
く
郭
武
定
本
の
段
階
、
も
し
く
は
そ
れ
に
少

し
手
の
入
っ
た
段
階
の
本
文
を
伝
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
一
方
で
更
に
手
を
加
え

た
テ
キ
ス
ト
が
作
ら
れ
、
そ
の
テ
キ
ス
ト
を
も
と
に
し
て
容
與
堂
本
と
、
無
窮
会

原
本
と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
作
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
無
窮
会
原
本
か
ら
無
窮
会
本
と

『
水
滸
傳
』
諸
本
考

八
九



百
二
十
回
本
が
生
ま
れ
、
百
二
十
回
本
に
依
拠
し
て
金
聖
歎
本
が
作
ら
れ
る
。
図

示
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
太
線
は
本
文
の
異
同
が
少
な
い
継
承
関
係
と
推
定

さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

今
回
調
査
し
た
範
囲
に
限
定
し
て
い
え
ば
、
こ
の
よ
う
な
継
承
関
係
が
想
定
さ

れ
る
。
つ
ま
り
、
興
味
深
い
こ
と
に
現
存
テ
キ
ス
ト
で
直
接
的
な
関
係
に
あ
る
の

は
百
二
十
回
本
と
金
聖
歎
本
の
間
だ
け
で
あ
り
、
他
は
す
べ
て
間
接
的
な
関
係
に

し
か
な
い
こ
と
に
な
る
。

　

今
回
調
査
し
た
も
の
以
外
の
テ
キ
ス
ト
が
、
こ
の
図
式
に
変
更
を
強
い
る
可
能

性
は
十
分
に
あ
る
。
今
後
の
更
な
る
調
査
を
期
し
た
い
。

（
注
）

＊
1�　

李
開
先
『
詞
謔
』（『
中
国
古
典
戯
曲
論
著
集
成
』〔
中
国
戲
劇
出
版
社
一

九
五
九
。
一
九
八
〇
年
の
第
二
次
出
版
に
よ
る
〕）・
胡
應
麟
「
莊
嶽
委
談　

下
」（『
少
室
山
房
筆
叢
』
巻
四
十
一
〔『
叢
書
集
成
續
編
』
所
収
の
廣
雅
書

局
本
影
印
に
よ
る
〕）。

＊
2�　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、小
松
謙
『「
現
実
」
の
浮
上
―
「
せ
り
ふ
」
と
「
描

写
」
の
中
国
文
学
史
』
第
七
章
「「
現
実
」
の
浮
上
」
の
「
白
話
文
の
確
立

―
『
水
滸
伝
』」
二
二
五
～
二
四
〇
頁
を
参
照
。

＊
3�　

笠
井
直
美
「
北
京
大
學
圖
書
館
藏
『
忠
義
水
滸
全
傳
』
―
「
萬
暦
袁
無
涯

原
刊
」
情
報
の
一
人
歩
き
―
」（『
名
古
屋
大
学　

中
国
語
學
文
學
論
集
』
第

二
十
一
輯
〔
二
〇
〇
九
年
十
二
月
〕）。
明
の
避
諱
は
実
質
的
に
は
天
啓
元
年

（
一
六
二
一
）
に
始
ま
る
が
、
こ
こ
で
は
崇
禎
帝
の
諱
字
「
檢
」
も
避
け
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
刊
刻
の
時
期
は
崇
禎
年
間
と
考
え
ら
れ
る
。

明
の
避
諱
に
つ
い
て
は
、
小
松
謙
『
中
国
白
話
文
學
研
究
―
演
劇
と
小
説
の

關
わ
り
か
ら
』（
汲
古
書
院
二
〇
一
六
）
第
十
一
章
「『
平
妖
傳
』
成
立
考
」

三
一
三
～
三
一
九
頁
参
照
。

＊
4�　

最
古
の
金
聖
歎
本
と
し
て
「
貫
華
堂
本
」
の
存
在
が
想
定
さ
れ
て
き
た
が
、

こ
の
点
に
は
疑
問
が
あ
る
。
詳
し
く
は
小
松「
金
聖
歎
本『
水
滸
傳
』考
」（『
和

漢
語
文
研
究
』
第
14
号
〔
二
〇
一
六
年
十
一
月
〕）
参
照
。

＊
5�　

王
重
民
『
中
國
善
本
書
提
要
』（
明
文
書
局
一
九
八
四
）
二
六
八
頁
『
編

註
醫
學
入
門
』。

＊
6�　

中
原
理
恵
「『
水
滸
全
書
』
郁
郁
堂
本
の
版
本
流
伝
」（
中
国
古
典
小
説
研

究
会　

二
〇
一
五
年
度
関
西
例
会
発
表
レ
ジ
メ
）。

＊
7�　

巻
頭
に
置
か
れ
た
「
英
雄
譜
弁
言
」
に
「
東
望
而
三
經
略
之
魄
尙
震
、
西

望
而
兩
開
府
之
魂
未
招
（
東
を
望
め
ば
三
人
の
遼
東
經
略
の
魄
は
今
な
お
震

え
、
西
を
望
め
ば
二
人
の
開
府
（
司
令
官
）
の
魂
は
招
か
れ
な
い
ま
ま
）」

と
あ
り
、
こ
れ
は
崇
禎
に
至
る
ま
で
の
清
と
叛
乱
に
対
す
る
敗
北
を
踏
ま
え

た
表
現
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
崇
禎
末
の
刊
行
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ

い
て
は
、「
古
本
小
説
集
成
」
所
収
の
影
印
本
に
付
さ
れ
た
袁
世
碩
「
前
言
」

に
指
摘
が
あ
る
。

原
本　
　

郭
武
定
（
佚
）本
？
　
　

嘉
靖
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
原（佚
）本」　　

容
與
堂
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

無
窮
会　
　
　

無
窮
堂
蔵
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

原（佚
）本 　
　
　

百
二
十　
　

金
聖
歎
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

回（佚
）本

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
八
号

九
〇



＊
8�　

以
下
、
引
用
箇
所
を
示
す
た
め
、
容
與
堂
本
の
葉
数
を
～
ａ
も
し
く
は
ｂ

と
い
う
形
で
表
示
す
る
。

＊
9�　

井
口
千
雪
『
三
國
志
演
義
成
立
史
の
研
究
』（
汲
古
書
院
二
〇
一
六
）
第

三
章
「
三
系
統
の
異
同
か
ら
見
た
成
立
過
程
の
考
察
―
序
盤
・
中
盤
・
終
盤

の
成
立
時
期
の
違
い
―
」。

＊
10�　
『
古
本
戯
曲
叢
刊
第
四
集
』
所
収
の
影
印
に
よ
る
。

＊
11�　

張
溥
『
漢
魏
六
朝
百
三
家
集
』（
江
蘇
廣
陵
古
籍
刻
印
社
一
九
九
〇
の
光

緒
五
年
彭
懋
謙
信
述
堂
刊
本
影
印
に
よ
る
）。

＊
12�　

馬
幼
垣
「
嘉
靖
殘
本
《
水
滸
傳
》
非
郭
武
定
刻
本
辨
」（『
水
滸
二
論
』〔
三

聯
書
店
二
〇
〇
七
〕
所
収
。
該
当
箇
所
は
同
書
七
十
四
頁
）。

＊
13�　

佐
藤
晴
彦
「
國
家
圖
書
館
藏
『
水
滸
傳
』
殘
巻
に
つ
い
て
―
“
嘉
靖
”
本

か
？
」（『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
五
十
七
号
（
二
〇
〇
五
年
十
月
）。

＊
14�　

井
口
千
雪
前
掲
書
序
章
「
諸
版
本
の
体
裁
か
ら
見
た
刊
行
経
緯
と
受
容
の

あ
り
方
―
武
定
侯
郭
勛
刊
本
の
位
置
づ
け
」
第
二
節
（
三
）「
武
定
侯
郭
勛

の
経
歴
と
家
刻
本
の
刊
行
状
況
―
修

子
は
郭
勛
か
―
」。

＊
15�　

＊
14
に
同
じ
。

＊
16�　
『
志
傳
評
林
』
の
刊
行
時
期
が
容
與
堂
本
に
先
立
つ
以
上
、
当
然
容
與
堂

本
よ
り
古
い
文
繁
本
『
水
滸
傳
』
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点

は
、例
え
ば
『
西
遊
記
』
の
簡
本
で
あ
る
朱
鼎
臣
本
や
楊
致
和
本
が
古
い
『
西

遊
記
』
の
形
態
を
伝
え
て
い
る
こ
と
と
、程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
同
断
で
あ
る
。

荒
木
氏
も
前
掲
論
文
で
こ
の
点
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
ら
れ
る
。

＊
17�　

佐
藤
晴
彦
前
掲
論
文
及
び
「《
清
平
山
堂
話
本
》《
熊
龍
峯
小
説
》
と
『
三

言
』
―
馮
夢
龍
の
言
語
的
特
徴
を
探
る
―
」（『
神
戸
外
大
論
叢
』
第
三
十
七

巻
第
四
号
〔
一
九
八
六
年
十
月
〕）。
葉
逢
春
本
で
「
交
」
が
使
用
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、小
松
謙『「
四
大
奇
書
」の
研
究
』第
二
部
第
三
章「『
三

國
志
演
義
』
の
成
立
と
展
開
」
一
一
〇
頁
。

＊
18�　

井
口
千
雪
前
掲
書　

附
考
３
「「
文
人
的
志
向
」
な
る
書
き
換
え
、
そ
の

起
こ
り
」　
（
二
）「「
文
人
的
志
向
」
―
そ
の
改
訂
者
は
何
者
か
、目
的
は
―
」

三
三
六
～
三
三
七
頁
及
び
「
結
論
」
四
四
〇
～
四
四
一
頁
。

＊
19�　

上
原
究
一
「
明
末
の
商
業
出
版
に
お
け
る
異
姓
書
坊
間
の
広
域
的
連
携
の

存
在
に
つ
い
て
」（『
東
方
学
』
第
百
三
十
一
輯
〔
二
〇
一
六
年
一
月
〕）。�

（
補
注
）　

こ
の
書
き
換
え
は
、
百
二
十
回
本
と
ほ
ぼ
同
じ
本
文
を
持
つ
百
回
本
で

あ
る
芥
子
園
本
・
遺
香
堂
本
段
階
で
施
さ
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ

ら
の
版
本
は
現
在
調
査
中
の
た
め
、
次
に
発
表
す
る
論
文
に
お
い
て
そ
の
位

置
づ
け
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　　

本
論
文
は
平
成
二
十
八
年
度
科
学
研
究
費
助
成
事
業　

基
盤
研
究
（
Ｃ
）　

課

題
番
号
一
六
Ｋ
〇
二
五
九
二「『
水
滸
伝
』本
文
の
研
究
」の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

　

本
論
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
笠
井
直
美
・
上
原
究
一
・
荒
木
達
雄
・
中
原
理

恵
の
各
氏
か
ら
種
々
の
御
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
の
意
を
表

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
二
〇
一
六
年
十
月
三
日
受
理
）

�

（
こ
ま
つ　

け
ん　

文
学
部
日
本
・
中
国
文
学
科
教
授
）

『
水
滸
傳
』
諸
本
考

九
一


